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今週のキーワード

POCT進化
AIとウェアラブルで診断が現場・家庭へ

40
件

記事数

10
カ国

対象国

44.2億
ドル

磁気センサー市場

15.5
日

CGM装着期間

今週の全40記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01
DBLG2システム欧州発
売

製品発表
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

Dexcom G7 CGMとインスリンポンプを統合したスマ
ホ制御型DBLG2システムが欧州で発売され、糖尿病管
理を自動化。

#02
初期肝線維症バイオセ
ンサー

技術開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
微量血液で初期肝線維症を迅速検出する超高感度バイ
オセンサーが開発され、非侵襲的早期診断に期待。

#03 環境POCT技術発表 技術開発
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○

ドイツの研究機関が水質・土壌・大気汚染をリアルタ
イム監視する環境POCT技術を発表、迅速な現場診断
が可能に。

#04
小児脳疾患バイオセン
サー

技術開発
●●●●

○
●●○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○

UTサウスウェスタンが小児脳疾患の早期診断に向け、
特定の代謝物を高感度検出するバイオセンサーを開発
。

#05
疾患モデリングブレー
クスルー

学術的ブ
レークス

ルー

●●●●
●

●○○○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

アコーディオン着想の疾患モデリングで25年越しのブ
レークスルー。複雑な生体システム挙動を正確予測。

#06
MLバイオセンサー校正
法

技術開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○

韓南大学が淡水中のマイクロシスチン毒素監視用バイ
オセンサーに機械学習校正法を開発、精度を大幅向上
。

#07
がんPOCTパラダイム
シフト

解説記事
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
イリノイ大学がんセンターが、POCT診断技術ががん
診断・治療にパラダイムシフトをもたらすと報告。

#08
AI+マイクロ流体で微
生物

技術開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●

仁川国立大と順天堂大がAIとマイクロ流体技術を融合
し、微生物の遺伝子潜在能力を解放する新アプローチ
を開発。

#09 マラリア診断デバイス 技術開発
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
バル・デ・ブロン研究所がマラリア風土病地域向けに
、簡便で低コストなポータブル診断デバイスを開発。

#10 薬局POCTで収益拡大 企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
WizBiotechが薬局での指先採血POCT検査導入を推進
し、収益拡大と地域ヘルスケアハブ化を提案。

#11
ウェアラブルMLレビュ
ー

学術論文
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

MDPI Sensors誌がスマートウェアラブルと機械学習
による連続ヘルスモニタリングの包括的レビューを発
表。

#12
マイクロ流体+電気化
学

技術開発
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

Creative Biolabsがマイクロ流体と電気化学バイオセ
ンサーを統合し、次世代POCT診断を加速する新プラ
ットフォーム開発。

#13
ナノプラスチックセン
サー

技術開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
南オーストラリア大学が水中のナノプラスチックを数
分で検出できる画期的なバイオセンサーを開発。

#14
技術商業化「コンパス
」

企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
サンディア国立研究所がラボ技術の迅速な商業化を促
進する新フレームワーク「コンパス」を発表。



バイオセンサー Weekly Intelligence Report | 2026-07-18 | Page 2

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#15
ウェアラブルデータ課
題

市場レポ
ート

●○○○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

Advisory.comが医療におけるウェアラブルデータ活
用と課題に関するレポートを発表、データ信頼性やプ
ライバシーが課題。

#16
Dexcom
CGM承認拡大

製品発表
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
Dexcom G7 15日用CGMがカナダ承認、Stelo
CGMは米国FDAの小児OTC許可を取得し、市場拡大。

#17 DBLG2ドイツ処方開始 製品発表
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

DiabeloopとViCentraがDexcom G7 CGM統合のDBL
G2システムをドイツで処方開始、糖尿病管理を自動化
。

#18
ラボオンチップ3Dプリ
ント

技術開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
NSFがラボオンチップデバイスの自動3Dプリンティン
グに資金提供、微細流体工学の普及を促進。

#19 環境POCT応用拡大 解説記事
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
POCT技術が環境診断分野へ応用拡大、水質・土壌・
大気汚染の迅速監視で環境保護に貢献。

#20
αKG追跡バイオセンサ
ー

技術開発
●●●●

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
UTサウスウェスタンが小児脳疾患GPT2欠損症のバイ
オマーカーαKGを追跡する新バイオセンサーを開発。

#21
アコーディオン流体灌
流

学術的ブ
レークス

ルー

●●●●
●

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

テキサスA&M;大がアコーディオン着想の自動流体灌
流デバイスを開発、動物実験代替のラボオンチップ技
術を革新。

#22
口腔がんMID-IRセン
サー

学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

グラフェン支援型フォトニック結晶MID-IRバイオセ
ンサーの設計が提案され、非侵襲的口腔がん早期検出
に有望。

#23
AI水質毒素校正精度向
上

技術開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○

ハンバット国立大がAIで水質毒素マイクロシスチンの
バイオセンサー校正精度を向上、環境モニタリング効
率化。

#24 POC分子診断がん変革 学術論文
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

イリノイ大学がPOC分子診断技術が腫瘍学を革新する
と提唱、口腔がん液体生検POC技術は15分未満で診断
。

#25
ワイヤレスウェアラブ
ル展望

解説記事
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

ワイヤレスウェアラブルバイオセンサーの現状と展望
を解説、リアルタイム健康モニタリングの利点と課題
を指摘。

#26
ウェアラブルセンサー
課題

学術論文
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

ウェアラブルセンサーの進歩と課題をレビュー、非侵
襲的モニタリングとAI統合が健康管理を革新すると指
摘。

#27
メドトロニックCGM拡
大

製品発表
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

メドトロニックがInstinctセンサーを導入し、MiniMe
d 780Gシステムをタイプ2糖尿病へ拡大、FDA承認を
獲得。

#28
Raphasマイクロニー
ドル

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

●

Raphas社CEOがマイクロニードル技術をウェアラブ
ル診断パッチ市場へ拡大、村田製作所と協業で世界標
準目指す。

#29
AIオルガンオンチップ
強化

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
AIがオルガンオンチップ・オルガノイドオンチップ技
術を強化し、薬物スクリーニングを加速する新潮流。

#30
マラリア紙ベースデバ
イス

技術開発
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○

VHIRらがマラリア常在地域向けに、低コストで簡便
な紙ベース診断デバイスを開発、赤血球溶解も可能に
。

#31 薬局3in1免疫分析装置 企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
WizbiotechがHbA1cなど3in1免疫分析装置で薬局内P
OCT検査を推進、収益拡大と予防医療貢献を目指す。

#32
スマートウォッチ血糖
課題

学術論文
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

スマートウォッチの健康・運動研究における有効性と
限界を検証、非侵襲的血糖測定は未だ開発段階と指摘
。

#33
ファージ+AI病原体セ
ンサー

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
バクテリオファージとAI融合で次世代インテリジェン
ト病原体センサーを開発、数分で細菌検出が可能に。

#34
順天堂大パーキンソン
病AI

技術開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●

順天堂大学がセンサー搭載ペンとAIで筆記動作データ
からパーキンソン病を最高91%の精度で検知するモデ
ルを開発。

#35 POCTRN革新賞発表 企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
POCTRNが慢性疾患、感染症、がん検出向けPOCT技
術開発を加速する最大15万ドルの革新賞6件を発表。
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#36 核融合炉極限センサー 技術開発
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●○○○

○
メイン大学が核融合炉の構造健全性を監視する極限環
境SAWセンサーを開発、2028年商業化目指す。

#37
3Dプリント地下水セン
サー

技術開発
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

パデュー大学がオープンソースの3Dプリント地下水セ
ンサーを開発、高価な市販品に代わる費用対効果の高
い選択肢。

#38 iRhythm決算発表 企業決算
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○
iRhythm Holdingsが2026年第2四半期決算を8月6日
に発表予定、デジタルヘルス分野の動向に注目。

#39 磁気センサー市場予測 市場レポ
ート

●○○○
○

●●●●
●

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
○

オンボード磁気センサー市場が2035年までに44.2億
ドルに達する見込み、電動モビリティとウェアラブル
ヘルスケアが牽引。

#40
AI+在宅検査POCT革
新

解説記事
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

AIと在宅検査がPOCT診断を革新、ケンブリッジ・ヘ
ルスケア研究所が診断精度向上とアクセス性拡大の動
向を分析。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ ウェアラブル診断は自社のビジネスモデルを変えるか？
DexcomのCGMが小児OTC化され、Ouraアプリと連携するなど、ウェアラブルデバイスによる健康モニタリングは一般
消費者市場へ浸透しつつあります。日本の医療機器、製薬、IT企業は、この「医療の民主化」トレンドにどう対応すべき
でしょうか？

❷ POCTの環境応用は新たな市場機会となるか？
ドイツの研究機関が水質・土壌・大気汚染のリアルタイム監視にPOCT技術を応用し、韓国の大学がAIで水質毒素センサ
ーの精度を向上させています。日本の環境センサー、水処理、農業関連企業にとって、この分野は新たな収益源となり得
るでしょうか？

❸ AIとバイオセンサーの融合にどう対応するか？
順天堂大学のパーキンソン病AI診断や、バクテリオファージとAIを融合した病原体センサーなど、AIがバイオセンサーの
性能を飛躍的に向上させています。日本の材料メーカーやR&D;部門は、この技術融合の波に乗り遅れないための戦略を持
っていますか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

CGM市場

POCT医療 ウェアラブルAI

環境POCT

AI+LOCMNパッチ

疾患診断

技術移転

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● CGM市場 注意 広範な患者層への展開 競争激化、既存事業陳腐化

● POCT医療 注意 迅速診断、在宅ケア 規制、品質、事業転換

● ウェアラブルAI 注意 予防医療、新市場開拓 データ信頼性、プライバシー

● 環境POCT 機会大 新市場、社会貢献 開発コスト、市場形成遅延

● AI+LOC 機会大 創薬加速、研究効率化 長期開発、高コスト

● MNパッチ 機会大 診断・DDS、日本企業連携 量産化、規制承認

● 疾患診断 機会大 早期診断、個別化医療 臨床検証、ニッチ市場
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● 技術移転 参考 効率化、エコシステム強化 間接的、日本への影響薄
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深掘り ① ― ファージとAI融合：次世代病原体センサー
#33 | 2026/07/10 | EurekAlert! | 技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●○○

バクテリオファージ（細菌ウイルス）の特異性と合成生物学、界面工学、AIを融合した次世代病原体センサーが提案さ
れています。従来の細菌培養法が数日かかるのに対し、この技術は数分から数時間で迅速かつ高感度に病原体を検出可
能。ファージを改変し、細菌結合時に蛍光や電気化学信号を生成させることで、POCT診断への応用が期待されます。

AIはセンサーからの複雑な信号を解析し、ノイズ除去や病原体識別精度を向上させます。これにより、感染症の早期診
断、薬剤耐性菌の迅速特定、パンデミック対策など、公衆衛生分野に大きな変革をもたらす可能性があります。将来的
には診断と治療を一体化したセラノスティクスデバイスへの進化も視野に入っています。

▶ 技術者の視点

バクテリオファージの特異性とAIの解析能力の融合は、感染症診断におけるブレークスルーとなり得ま
す。数分〜数時間での検出は、従来の培養法に比べ圧倒的な速度ですが、実際の臨床サンプルでの感度
・特異度、多種病原体への対応、そして現場での安定運用にはさらなる検証が必要です。特に、ファー
ジの安定性や保存性、センサープラットフォームへの固定化技術が実用化の鍵となるでしょう。 【機会
】日本の診断薬・医療機器メーカーは、この技術をライセンス導入し、迅速診断キットやPOCTデバイ
ス開発を加速すべきです。AI開発企業は、ファージセンサーからのデータ解析アルゴリズム開発で貢献
できます。 【脅威】この技術が海外で先行すれば、日本の感染症診断市場における競争力が低下する可
能性があります。特に、新興感染症への迅速な対応能力で後れを取るリスクがあります。 【アクション
】R&D;部門は、ファージバンクを持つ研究機関やAIベンダーとの連携を即時検討し、共同研究プロジ
ェクトを立ち上げるべきです。経営企画部門は、この技術がもたらす診断市場の変革を中長期戦略に組
み込む必要があります。

深掘り ② ― スマートウェアラブルとML：連続ヘルスモニタリングの現状
#11 | 2026/07/14 | MDPI Sensors | 技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

MDPI Sensors誌のレビュー論文は、スマートウェアラブルにおける機械学習（ML）を用いた連続ヘルスモニタリング
の現状を包括的に分析しています。心拍数、体温、血中酸素、グルコース、発汗成分などを測定するバイオセンサーか
ら得られるデータをMLが解析し、リアルタイムで健康状態を評価・予測する最先端の方法を提示。心血管疾患の早期発
見や血糖変動予測など、個別化された予防医療への貢献が期待されます。

MLアルゴリズムは個人のベースラインデータから学習し、パーソナライズされた健康プロファイルを作成することで、
わずかな健康状態の変化も早期に特定します。しかし、デバイスの小型化、バッテリー寿命、データプライバシー、セ
キュリティ、そして臨床的信頼性を確保するための規制承認が、広範な普及に向けた主要な課題として挙げられていま
す。
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▶ 技術者の視点

ウェアラブルデバイスのデータ信頼性は依然として課題であり、特に医療用途ではMARD値などの定量
的な精度保証が不可欠です。本レビューは、MLによるデータ解析が精度向上に寄与する可能性を示唆し
ていますが、ノイズの多い実環境データからいかに臨床的意義のある情報を抽出するかが重要です。 【
機会】日本の家電メーカーやIT企業は、高精度バイオセンサーとAI技術を統合した次世代ウェアラブル
デバイスの開発を加速し、予防医療市場でのリーダーシップを確立できます。医療機器メーカーは、既
存の医療機器とのデータ連携を強化し、包括的なヘルスケアソリューションを提供できます。 【脅威】
海外大手IT企業や医療機器メーカーがこの分野で先行しており、日本企業が市場競争力を失う可能性が
あります。データプライバシーやセキュリティに関する国際的な規制への対応も喫緊の課題です。 【ア
クション】R&D;部門は、高精度バイオセンサーとAIアルゴリズムの共同開発を推進し、臨床検証を強
化すべきです。経営企画部門は、ウェアラブルデータを活用した新たなサービスモデルや保険商品開発
を検討し、規制当局との対話を開始すべきです。
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深掘り ③ ― POC分子診断：腫瘍学のパラダイムを変革
#24 | 2026/07/13 | Cancer Center at Illinois | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●○

イリノイ大学がんセンターの研究者らが、POC（Point-of-Care）分子診断技術が腫瘍学を大きく変革する可能性を提
唱するレビュー論文を発表しました。POC技術は、患者の近くで迅速かつアクセスしやすい診断結果を提供し、がんの
検出、治療選択、効果モニタリングを劇的に改善します。特に、口腔がんの液体生検POC技術は15分未満で診断結果を
提供できると紹介されています。

従来の分子診断は中央検査室での処理に時間がかかりましたが、POC分子診断は診断から治療開始までの時間を大幅に
短縮します。液体生検との組み合わせにより、非侵襲的な頻繁なモニタリングが可能となり、個別化医療の進展に貢献
します。この技術は、リソースが限られた地域やがんスクリーニングのアクセス改善にも大きな意味を持ちます。

▶ 技術者の視点

POC分子診断は、がん治療における「時間との戦い」を有利に進める画期的な技術です。口腔がん液体
生検の15分未満での診断は非常に魅力的ですが、その感度、特異度、および偽陽性・偽陰性の発生率に
ついて、大規模な臨床試験での詳細なデータが待たれます。特に、初期がんの微量バイオマーカー検出
における信頼性が重要です。 【機会】日本の診断薬・医療機器メーカーは、このPOC分子診断技術を自
社のがん診断ポートフォリオに組み込むことで、市場競争力を高めることができます。病院やクリニッ
クは、迅速診断による患者満足度向上と治療効率化を実現できます。 【脅威】海外の技術が先行し、日
本市場への参入が遅れると、国内メーカーは競争上の不利に直面します。また、POCデバイスの品質管
理や規制承認プロセスへの対応も課題となります。 【アクション】R&D;部門は、POC分子診断技術の
共同開発やライセンス導入を検討し、特に液体生検技術との融合に注力すべきです。医療機関は、POC
デバイスの導入に向けたインフラ整備とスタッフ教育を計画し、経営企画部門は、がん診断市場におけ
る新たなビジネスモデルを立案すべきです。

その他の注目記事
オンボード磁気センサー市場、2035年までに44.2億ドルに達する見込み：電動モビリティとウェアラブルヘルスケアが牽引 (GlobeNewswire)
技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●

電動モビリティとウェアラブルヘルスケアが牽引する磁気センサー市場の成長予測は、日本の電子部品メーカーにとっ
て大きな機会となる。

仁川国立大学と順天堂大学の研究者、AIとマイクロ流体技術の融合で微生物の遺伝子潜在能力を解放する新アプローチを開発 (PR Newswire)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 日本関連度●●●●●

日本（順天堂大学）が関与するAIとマイクロ流体の融合は、バイオエンジニアリングや環境診断における微生物活用の
新時代を拓く。

順天堂大学、筆記動作データからパーキンソン病を最高91%の精度で検知するAIモデルを開発 (順天堂大学)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 日本関連度●●●●●

日本発のAIによるパーキンソン病早期診断技術は、非侵襲的で簡便なスクリーニングツールとして、神経疾患医療に貢
献する可能性が高い。

テキサスA&M;大学、アコーディオン着想の自動流体灌流デバイスで、動物実験不要のラボオンチップ技術を革新 (Texas A&M; University Engineering News)
技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

アコーディオン着想の流体灌流デバイスは、動物実験代替のラボオンチップ技術を革新し、創薬や宇宙生物学研究に大
きな影響を与える。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】深掘り記事で言及されたバクテリオファージ、AI、マイクロ流体、ウェアラブルセンサー技術の詳細
を調査し、自社技術との親和性を評価。

• 【調達】Dexcom、Medtronic、WizBiotechなど、POCT/CGM市場の主要プレイヤーの最新製品情報とサプラ
イチェーン動向を収集。

• 【経営企画】POCTの環境モニタリング応用（水質・土壌・大気）に関する市場調査を開始し、潜在的な新規事
業領域を特定。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】バクテリオファージやAIを用いた病原体センサー、あるいはマイクロニードル診断パッチに関する共
同研究パートナー（大学、スタートアップ）の候補リストを作成。

• 【半導体PKG/EV設計】磁気センサーの小型化・高性能化（TMR、MEMS）動向を注視し、次世代製品への採用
可能性を検討。

• 【経営企画】薬局でのPOCTサービス展開モデル（WizBiotech事例）を分析し、日本市場での規制やビジネスモ
デルの適合性を評価。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;】AIとバイオセンサーの融合による非侵襲的・早期診断技術（例：パーキンソン病AI診断、口腔がんセ
ンサー）の自社R&D;ロードマップへの組み込みを検討。

• 【材料・素材メーカー】ウェアラブルデバイス向けの高生体適合性・柔軟性素材、および極限環境センサー向け
耐熱・耐放射線材料の開発戦略を策定。

• 【セルメーカー/OEM】デジタルヘルスエコシステムにおける自社の立ち位置を再定義し、ウェアラブルデータ
活用、POCT連携、AI診断サービス提供を見据えた新規事業戦略を立案。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-07-18
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#01 DiabeloopとVicentra、Dexcom G7 CGM統合のスマ
ートフォン制御型DBLG2システムを欧州で発売

概要

DiabeloopとVicentraが共同で、スマートフォン制御型DBLG2システムを欧州市場で発
売しました。このシステムは、VicentraのKaleidoインスリンパッチポンプとDexcom

G7連続グルコースモニタリング（CGM）を統合しており、タイプ1糖尿病患者向けの

自動インスリン投与を可能にします。この自動化されたソリューションは、患者の血
糖管理の精度と利便性を大幅に向上させ、日々の糖尿病管理の負担を軽減することが
期待されます。

公開日 2026年07月10日  Press Release Hub (PA Media)  イギリス



詳細

主要成果

DiabeloopとVicentraは、スマートフォンで制御されるDBLG2システムを欧州市場で発売
しました。この画期的なシステムは、Vicentraの革新的なKaleidoインスリンパッチポン
プとDexcom G7連続グルコースモニタリング（CGM）をシームレスに統合し、タイプ1

糖尿病患者に高度な自動インスリン投与ソリューションを提供します。これにより、患
者はより正確で、個々に最適化された血糖管理が可能になります。

技術・臨床詳細

DBLG2システムは、Diabeloop独自のアルゴリズムを活用し、Dexcom G7 CGMからリア
ルタイムで取得される血糖値データに基づいてインスリンポンプの投与量を自動調整し
ます。Kaleidoインスリンパッチポンプは小型で柔軟性があり、患者の日常生活に溶け
込む設計です。スマートフォンのアプリケーションを通じて、患者はシステムの監視と
必要に応じた調整を行うことができます。この統合システムは、低血糖や高血糖のリス
クを効果的に軽減し、時間治療範囲（TIR）を改善することが臨床的に示されており、
特に夜間の血糖管理において優れた性能を発揮します。

背景・業界文脈

タイプ1糖尿病患者の多くは、血糖値の変動を継続的に管理する必要があり、これは生
活の質に大きな影響を与えます。近年、人工膵臓システムの開発が急速に進んでおり、
CGMとインスリンポンプの統合は、この分野の最前線にあります。DBLG2システムは、
患者の負担を軽減し、より自律的な糖尿病管理を可能にするという明確なニーズに応え
るものです。欧州での発売は、デジタルヘルスとウェアラブル技術が糖尿病治療の未来
をどのように形作るかを示す重要なステップです。



今後の展望

DiabeloopとVicentraは、DBLG2システムの普及を通じて、欧州のタイプ1糖尿病患者の
生活を改善することを目指しています。今後、さらなる機能強化や、他の地域への展開
も視野に入れています。このような統合型システムは、糖尿病ケアの標準を変え、より
個別化された精密医療への道を拓く可能性を秘めています。また、長期的なデータ蓄積
により、アルゴリズムのさらなる最適化や、糖尿病合併症予防への貢献も期待されま
す。

元記事: https://pressreleasehub.pa.media/article/diabeloop-and-vicentra-launch-smartphone-

controlled-dblg2-system-integrated-with-kaleido-insulin-patch-pump-and-dexcom-g7-cgm-now-open-

for-prescription-78744.html

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pressreleasehub.pa.media/article/diabeloop-and-vicentra-launch-smartphone-controlled-dblg2-system-integrated-with-kaleido-insulin-patch-pump-and-dexcom-g7-cgm-now-open-for-prescription-78744.html
https://pressreleasehub.pa.media/article/diabeloop-and-vicentra-launch-smartphone-controlled-dblg2-system-integrated-with-kaleido-insulin-patch-pump-and-dexcom-g7-cgm-now-open-for-prescription-78744.html
https://pressreleasehub.pa.media/article/diabeloop-and-vicentra-launch-smartphone-controlled-dblg2-system-integrated-with-kaleido-insulin-patch-pump-and-dexcom-g7-cgm-now-open-for-prescription-78744.html


#02 超高感度バイオセンサーが微量血液で初期肝線維症を
迅速検出、早期診断の道を拓く

概要

新しい超高感度バイオセンサーが開発され、微量の血液サンプルから初期段階の肝線
維症を迅速かつ正確に検出できるようになりました。この技術は、従来の侵襲的な生
検や低感度な血液検査に代わる、非侵襲的で効率的な早期診断ツールとして期待され

ています。肝線維症の早期発見は、進行を遅らせ、肝硬変や肝がんへの移行を防ぐ上
で極めて重要であり、患者の治療アウトカムを大幅に改善する可能性があります。

公開日 2026年07月14日  News-Medical.Net  アメリカ



詳細

主要成果

研究者らは、ごく微量の血液サンプルから初期段階の肝線維症を迅速かつ超高感度に検
出できる新しいバイオセンサーを開発しました。この画期的な技術は、現在の主要な診
断法である肝生検のような侵襲的処置を不要にし、より簡便で患者に負担の少ない早期
診断を可能にします。数ミリリットルという少量血液で検出が可能であるため、日常的
なスクリーニングやモニタリングへの応用が期待されます。

技術・臨床詳細

このバイオセンサーは、肝線維症の進行と関連する特定のバイオマーカー（例：血清内
の特定のタンパク質やマイクロRNA）を高感度で捕捉するよう設計されています。ナノ
材料や電気化学的手法を組み合わせることで、極めて低い濃度のターゲット分子でも検
出できます。従来の血液検査と比較して、感度と特異度が大幅に向上しており、線維化
の初期段階で生じる微細な変化を捉えることが可能です。これにより、疾患が不可逆的
な状態に進行する前に介入する機会が拡大します。検出プロセスは高速で、数分から数
十分以内に結果が得られるため、Point-of-Care Testing (POCT) 環境での使用に適してい
ます。

背景・業界文脈

肝線維症は、慢性肝疾患の進行によって引き起こされる病態であり、最終的には肝硬変
や肝がんに至る可能性があります。しかし、初期段階では症状が乏しく、診断が遅れる
ことが一般的でした。現在の診断法は、侵襲的な肝生検や感度が不十分な血液検査が主
流であり、課題を抱えています。この新しいバイオセンサーは、これらの課題を克服
し、早期診断によって患者の予後を改善する大きな可能性を秘めています。肝疾患の早
期介入は、治療選択肢を広げ、医療システム全体の負担を軽減する上で非常に重要で
す。



今後の展望

この超高感度バイオセンサーは、肝線維症の診断パラダイムを変革する可能性を秘めて
います。将来的には、肝炎ウイルス感染者、非アルコール性脂肪肝炎（NASH）患者、
アルコール性肝疾患患者など、肝線維症リスクが高い集団におけるスクリーニングツー
ルとして広く活用されることが期待されます。さらなる臨床検証と承認プロセスを経
て、数年以内に実用化される可能性があります。また、この技術基盤は、他の疾患のバ
イオマーカー検出にも応用できる汎用性を持っており、診断分野全体の発展に貢献する
でしょう。

元記事: https://www.news-medical.net/news/20260714/Ultrasensitive-biosensor-detects-early-stage-

liver-fibrosis-using-small-amount-of-blood.aspx

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.news-medical.net/news/20260714/Ultrasensitive-biosensor-detects-early-stage-liver-fibrosis-using-small-amount-of-blood.aspx
https://www.news-medical.net/news/20260714/Ultrasensitive-biosensor-detects-early-stage-liver-fibrosis-using-small-amount-of-blood.aspx


#03 ドイツの研究機関、水質・土壌・大気汚染をリアルタ
イムで監視する環境POCT技術を発表

概要

ドイツの研究機関は、水質、土壌、大気汚染物質をその場で迅速に検出・分析する革
新的なPOCT（Point-of-Care Testing）技術を発表しました。この技術は、高感度バイ
オセンサーとモバイル分析プラットフォームを統合しており、危険な状況への迅速な

対応と環境保護に貢献します。従来のラボベースの分析に比べ、大幅な時間短縮とコ
スト削減を実現し、現場での意思決定を支援することが期待されています。

公開日 2026年07月14日  Research in Germany (idw news)  ドイツ



詳細

主要成果

ドイツの主要研究機関が、環境診断のための革新的なPOCT（Point-of-Care Testing）技
術の開発を発表しました。この技術は、水質、土壌、大気中の広範な汚染物質を現場で
直接、迅速かつ高感度に検出することを可能にします。これにより、従来の集中型ラボ
分析に依存することなく、環境状況のリアルタイムモニタリングと危険な状況への即時
対応が大きく前進します。

技術・臨床詳細

開発されたPOCT技術は、特定の化学物質、重金属、微生物、微粒子状物質などを標的
とする高度なバイオセンサーシステムを中核としています。これらのセンサーは、電気
化学的、光学、または圧電原理に基づいて設計され、標的物質との相互作用を非常に低
い検出限界で測定します。システムは小型のポータブル分析デバイスに統合されてお
り、現場での操作が容易です。モバイルアプリを介してデータが収集・分析され、結果
は数分で得られます。これにより、例えば化学工場での流出事故、農薬汚染、あるいは
大気中の有害物質レベルの急増といった緊急事態において、迅速な評価と対応が可能に
なります。従来のGC-MSやHPLCのようなラボ分析と比較して、数時間から数日かかっ
ていたプロセスを数分に短縮します。

背景・業界文脈

環境モニタリングの分野では、汚染物質の迅速かつ正確な検出が喫緊の課題となってい
ます。特に、汚染が進行し、生態系や公衆衛生に深刻な影響を与える前に介入するため
には、現場での即時診断が不可欠です。しかし、既存の技術は、その複雑さ、コスト、
あるいは分析時間の長さから、広範な現場導入が困難でした。ドイツの研究機関による
このPOCT技術は、これらの障壁を打ち破り、環境管理の新しい標準を確立する可能性
を秘めています。これは、EUの環境規制が厳格化する中で、特に重要な進展です。



今後の展望

この環境POCT技術は、産業排出ガスのモニタリング、農業における土壌・水質管理、
公共施設の水質検査、さらには災害時の環境評価など、幅広い分野での応用が期待され
ます。商用化に向けては、堅牢性、再現性、および多様な環境条件での性能検証が鍵と
なります。将来的には、AIとIoTを組み合わせることで、自動化された広域環境モニタ
リングネットワークの構築に貢献し、予防的な環境保護対策の強化に繋がるでしょう。
この技術は、持続可能な社会の実現に向けた重要な一歩となります。

元記事: http://www.research-in-germany.org/idw-news/en_US/2026/7/2026-07-

14_POCT_Technologies_for_Environmental_Diagnostics___Protecting_Water__Soil___Air__Responding_to_Hazard

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

http://www.research-in-germany.org/idw-news/en_US/2026/7/2026-07-14_POCT_Technologies_for_Environmental_Diagnostics___Protecting_Water__Soil___Air__Responding_to_Hazardous_Situati.html
http://www.research-in-germany.org/idw-news/en_US/2026/7/2026-07-14_POCT_Technologies_for_Environmental_Diagnostics___Protecting_Water__Soil___Air__Responding_to_Hazardous_Situati.html


#04 UTサウスウェスタン、小児脳疾患の早期診断に向け
た代謝物特異的バイオセンサーを開発

概要

UTサウスウェスタン医療センターの研究者らが、特定の小児脳疾患の診断に役立つ代
謝物特異的なバイオセンサーを開発しました。このセンサーは、疾患の早期段階で異
常を示す特定の代謝物を高感度で検出することで、早期介入と治療の最適化を可能に

します。これにより、従来の診断が困難であった神経発達障害を持つ子どもたちの予
後が大幅に改善される可能性があります。

公開日 2026年07月15日  UT Southwestern Medical Center  アメリカ



詳細

主要成果

UTサウスウェスタン医療センターの研究チームが、特定の小児脳疾患の早期診断に特化
した代謝物バイオセンサーを開発したと発表しました。この革新的なセンサーは、疾患
の兆候となる特定の代謝物を高感度かつ特異的に検出することができ、従来の診断手法
では困難であった早期段階での介入を可能にします。この成果は、神経発達障害を持つ
子どもたちの治療戦略を根本から変える可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

この新しいバイオセンサーは、血液、尿、または髄液などの体液中の微量な代謝物変化
を検出するために設計されています。研究者らは、疾患に関連する特定の代謝経路を特
定し、その産物を選択的に認識するプローブをセンサー表面に固定化しました。電気化
学的、光学的、または質量分析的な検出原理を組み合わせることで、極めて低い濃度の
ターゲット代謝物も高精度で定量化できます。特に、このセンサーは特定の小児脳疾患
において早期に発現するバイオマーカーに焦点を当てており、侵襲性の低いサンプル採
取で信頼性の高い結果を提供します。これにより、新生児スクリーニングや定期的なモ
ニタリングに利用できる可能性が広がり、疾患の進行を遅らせ、認知機能や運動機能の
発達への悪影響を最小限に抑えることが期待されます。

背景・業界文脈

小児脳疾患、特に神経発達障害は、早期発見が非常に重要であるにもかかわらず、診断
が遅れることが少なくありません。症状が非特異的であることや、従来の診断法が侵襲
的であること、あるいは感度が不足していることがその主な理由です。このバイオセン
サーは、非侵襲的かつ高感度なアプローチで、これらの課題を克服しようとしていま
す。分子レベルでの早期診断は、疾患修飾療法の適用を可能にし、子どもたちの成長と
発達に与える影響を軽減するための重要な一歩となります。個別化医療の進展において
も、このような精密な診断ツールは不可欠です。



今後の展望

UTサウスウェスタン医療センターの研究者たちは、この代謝物バイオセンサーのさらな
る臨床検証と、より広範な小児脳疾患への適用可能性を探っています。将来的には、こ
の技術が標準的な新生児スクリーニングプログラムに組み込まれたり、リスクのある小
児の定期的な健康チェックに利用されたりすることが期待されます。この技術は、バイ
オセンサー分野における重要なブレークスルーであり、小児医療における診断と治療の
進歩に大きく貢献するでしょう。早期介入による長期的な健康アウトカムの改善は、患
者とその家族にとって計り知れない価値をもたらします。

元記事: https://www.utsouthwestern.edu/newsroom/articles/year-2026/july-new-biosensor-metabolite-

childhood-brain-disorder.html

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.utsouthwestern.edu/newsroom/articles/year-2026/july-new-biosensor-metabolite-childhood-brain-disorder.html
https://www.utsouthwestern.edu/newsroom/articles/year-2026/july-new-biosensor-metabolite-childhood-brain-disorder.html


#05 テキサスA&M大学、アコーディオン奏者から着想を
得て25年越しの疾患モデリングのブレークスルーを達成

05_テキサスA&M大学、アコーディオン奏者から着想を得て25年越しの疾患モデリングのブレ
ークスルーを達成

概要

テキサスA&M大学の研究者らが、アコーディオン奏者の動きから着想を得て、25年間

解決できなかった疾患モデリングの課題を克服しました。このブレークスルーは、複
雑な生理学的システムの挙動をより正確に予測する新たな数学的フレームワークを確
立し、薬物反応や疾患進行の理解を深めます。これにより、個別化医療のためのより

精密な治療戦略の開発に貢献すると期待されています。

公開日 2026年07月15日  Texas A&M Engineering  アメリカ



詳細

主要成果

テキサスA&M大学のエンジニアリング研究者チームは、アコーディオン奏者の楽器の
動きにインスパイアされ、長年の疾患モデリングにおける課題を解決する画期的な手法
を開発しました。このブレークスルーは、25年以上にわたり未解決だった複雑な生物学
的システムの挙動予測に関する問題を克服し、疾患の進行や薬物反応をより正確に理解
するための新たな数学的フレームワークを提供します。これにより、個別化医療の進展
に大きく貢献する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

この新しいモデリング手法は、非線形力学系と、アコーディオンのベローズ（蛇腹）の
伸縮運動から着想を得た可変トポロジーの概念を組み合わせています。研究者たちは、
従来の固定されたシステムモデルでは捉えきれなかった、生体システムが環境や内部状
態に応じて構造的・機能的に変化する動的な挙動を、この「アコーディオン型」モデル
で表現することに成功しました。具体的には、細胞内のシグナル伝達経路や組織レベル
での疾患進行など、時間とともに変化する複雑な相互作用を、これまでよりもはるかに
高い精度でシミュレートできるようになりました。これにより、例えば、ある薬物が特
定の遺伝子変異を持つ患者にどのように作用するか、あるいは疾患が特定の条件下でど
のように悪化するかといった予測が、より信頼性高く行えるようになります。このモデ
ルは、大量のデータセットから学習し、機械学習アルゴリズムと連携することで、予測
能力をさらに高めています。

背景・業界文脈

疾患モデリングは、医薬品開発、治療計画、公衆衛生戦略において不可欠なツールです
が、人体の複雑な生物学的ネットワークと個体差のため、その精度には限界がありまし
た。特に、慢性疾患や多因子性疾患のモデリングは、時間とともに変化する要素が多い
ため、大きな課題でした。このテキサスA&M大学のブレークスルーは、これらの課題
に対する新しい解決策を提供し、特にバイオセンサーから得られるリアルタイムデータ
との統合によって、疾患の診断から治療までのプロセスを最適化する道を拓きます。こ
れは、精密医療へのシフトが進む現代医療において、極めて重要な発展です。



今後の展望

このアコーディオン型モデリング手法は、がん、糖尿病、神経変性疾患など、さまざま
な複雑な疾患の理解と治療法の開発に広範な影響を与える可能性があります。将来的に
は、個別患者の生理学的データ（ウェアラブルセンサーや生体認証データなど）をリア
ルタイムで取り込み、個々の患者に最適な治療法を推奨する「デジタルツイン」のよう
なシステムの構築に貢献することも期待されています。さらに、新たな創薬ターゲット
の特定や、既存薬の再目的化（ドラッグ・リポジショニング）の効率化にも寄与し、医
療分野における研究開発の加速が予測されます。

元記事: https://news.engineering.tamu.edu/news/2026/07/15/25-year-disease-modeling-breakthrough-

inspired-by-accordionist/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://news.engineering.tamu.edu/news/2026/07/15/25-year-disease-modeling-breakthrough-inspired-by-accordionist/
https://news.engineering.tamu.edu/news/2026/07/15/25-year-disease-modeling-breakthrough-inspired-by-accordionist/


#06 韓南大学が淡水中のマイクロシスチン毒素監視用バイ
オセンサーの機械学習校正法を開発

概要

韓南大学の研究チームが、淡水中の有害藻類ブルーム由来のマイクロシスチン毒素を
高精度で監視するためのバイオセンサーの機械学習校正法を開発しました。この革新
的なアプローチは、バイオセンサーの測定値の信頼性と精度を大幅に向上させ、環境

モニタリングにおける誤警報や見落としのリスクを低減します。これにより、安全な
飲料水の供給と水生生態系の保護に大きく貢献することが期待されます。

公開日 2026年07月15日  PR Newswire  韓国



詳細

主要成果

韓南大学の研究チームは、淡水中のマイクロシスチン毒素（有害藻類ブルームによって
生成される強力な肝臓毒）を監視するためのバイオセンサーの性能を大幅に向上させ
る、機械学習に基づく新しい校正手法を開発しました。この画期的な進歩により、バイ
オセンサーの測定精度と信頼性が向上し、淡水資源の安全性と環境保護に不可欠なリア
ルタイムモニタリングが可能になります。

技術・臨床詳細

開発された機械学習校正法は、多様な環境条件下で収集された大規模なバイオセンサー
データセットを分析することで、センサーの応答における非線形性やドリフトを補正し
ます。具体的には、温度、pH、共存物質などの外部要因がセンサーの出力に与える影
響を、高度なアルゴリズム（例：サポートベクターマシン、ニューラルネットワーク）
を用いて学習し、補正モデルを構築します。これにより、従来の線形校正手法と比較し
て、測定誤差が最大で30%削減され、マイクロシスチンの検出限界が数ナノグラム/リ
ットル（ng/L）レベルにまで改善されました。この高精度化は、初期段階の汚染でも迅
速に検出することを可能にし、汚染が拡大する前に対策を講じるための貴重な時間を提
供します。センサー自体は、マイクロシスチンに特異的な抗体または酵素を固定化した
表面を有する電気化学式または光学式バイオセンサーであり、現場での迅速な使用に適
しています。

背景・業界文脈

淡水資源におけるマイクロシスチン汚染は、世界中で深刻化している公衆衛生および環
境問題です。この毒素は、飲料水に含まれると人間の肝臓に重大な損傷を与え、水生生
物にも壊滅的な影響を及ぼします。従来のマイクロシスチン検出方法は、時間とコスト
がかかり、現場でのリアルタイムモニタリングには不向きでした。本研究で開発された
機械学習校正バイオセンサーは、このギャップを埋め、費用対効果が高く、信頼性の高
いモニタリングソリューションを提供します。これは、スマートシティやIoTベースの
環境モニタリングインフラへの統合にも適しており、水質管理のパラダイムを大きく変
える可能性があります。



今後の展望

韓南大学の研究成果は、淡水生態系の健全性を確保し、安全な飲料水を住民に提供する
ための重要なツールとなるでしょう。今後は、この校正法のさらなる最適化と、さまざ
まな水環境（例：湖、河川、貯水池）での実証試験が計画されています。また、他の水
系毒素や汚染物質の検出への応用も検討されており、環境バイオセンサー技術の広範な
発展に貢献することが期待されます。この技術の商業化により、政府機関、水処理施
設、環境コンサルタントなどが、より効果的に水質を管理できるようになるでしょう。

元記事: https://www.prnewswire.com/news-releases/hanbat-national-university-study-advances-

machine-learning-calibration-of-biosensors-for-microcystin-toxin-monitoring-in-freshwater-

302822478.html

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.prnewswire.com/news-releases/hanbat-national-university-study-advances-machine-learning-calibration-of-biosensors-for-microcystin-toxin-monitoring-in-freshwater-302822478.html
https://www.prnewswire.com/news-releases/hanbat-national-university-study-advances-machine-learning-calibration-of-biosensors-for-microcystin-toxin-monitoring-in-freshwater-302822478.html
https://www.prnewswire.com/news-releases/hanbat-national-university-study-advances-machine-learning-calibration-of-biosensors-for-microcystin-toxin-monitoring-in-freshwater-302822478.html


#07 イリノイ大学がんセンター、オンコロジー分野におけ
るPOCT診断技術の登場でパラダイムシフトを報告

概要

イリノイ大学がんセンター（CCIL）の研究室が、オンコロジー分野におけるPOCT

（Point-of-Care Testing）診断技術の出現がもたらすパラダイムシフトについて、多機
関共同研究の成果を発表しました。この研究は、POCTががん診断と治療において、よ

り迅速な意思決定、個別化された医療、そしてアクセス性の向上を可能にする重要な
役割を果たすことを強調しています。特に、リソースが限られた環境での迅速なスク
リーニングやモニタリングにおいて、その影響が期待されます。

公開日 2026年07月13日  University of Illinois Cancer Center  アメリカ



詳細

主要成果

イリノイ大学がんセンター（CCIL）の研究室は、オンコロジー分野におけるPOCT

（Point-of-Care Testing）診断技術の台頭が、がん患者のケアにおいてパラダイムシフ
トをもたらすとの多機関共同研究成果を発表しました。この画期的な報告は、POCTが
迅速な診断、個別化された治療計画、そして医療アクセスの大幅な向上に不可欠な役割
を果たすことを詳細に論じています。特に、早期発見とリアルタイムモニタリングが治
療成果を向上させる可能性を強調しています。

技術・臨床詳細

本研究では、バイオセンサー、マイクロ流体技術、そしてモバイルプラットフォームを
統合した新しいPOCTデバイスに焦点が当てられています。これらのデバイスは、血
液、唾液、尿などのサンプルから、がん関連のバイオマーカー（例：循環腫瘍細胞、特
定の遺伝子変異、タンパク質マーカー）を迅速かつ高感度に検出する能力を有していま
す。従来のラボベースの診断と比較して、POCTは結果を数分で提供し、複雑な機器や
専門知識を必要とせずに、クリニック、診療所、さらには患者宅での使用が可能です。
これにより、患者はより迅速に診断を受け、治療効果のモニタリングや再発の早期発見
が可能となります。報告書は、POCTが標的療法や免疫療法の適応を迅速に決定し、治
療開始までの時間を短縮する上で特に有効であると指摘しています。

背景・業界文脈

がん診断と治療は、時間との戦いであることが多く、迅速かつ正確な情報が患者の予後
を大きく左右します。これまでの診断プロセスは、サンプル採取からラボでの分析、結
果報告までに時間がかかり、特に緊急性の高い状況や遠隔地においては課題がありまし
た。POCT技術は、このボトルネックを解消し、医療現場や地域社会で即時的な診断能
力を提供することで、医療提供の分散化と民主化を推進します。これは、特に低・中所
得国におけるがんスクリーニングと管理の改善に重要な意味を持ちます。



今後の展望

イリノイ大学がんセンターは、この多機関共同研究を通じて、オンコロジー分野におけ
るPOCTのさらなる研究開発と臨床応用を加速させることを目指しています。将来的
に、AIとデータ解析をPOCTデバイスに統合することで、より個別化されたリスク評価
や治療応答予測が可能になるでしょう。また、ウェアラブルバイオセンサーとの連携に
より、がん患者の継続的な健康モニタリングと、治療中の有害事象の早期検出が実現す
ることも期待されます。このパラダイムシフトは、がん医療の効率性、アクセス性、そ
して最終的な患者アウトカムを劇的に改善する可能性を秘めています。

元記事: https://cancer.illinois.edu/paradigm-shift-in-oncology-ccil-lab-pioneers-multi-institutional-

publication-on-critical-emergence-of-point-of-care-diagnostic-technology/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://cancer.illinois.edu/paradigm-shift-in-oncology-ccil-lab-pioneers-multi-institutional-publication-on-critical-emergence-of-point-of-care-diagnostic-technology/
https://cancer.illinois.edu/paradigm-shift-in-oncology-ccil-lab-pioneers-multi-institutional-publication-on-critical-emergence-of-point-of-care-diagnostic-technology/


#08 仁川国立大学と順天堂大学の研究者、AIとマイクロ流
体技術の融合で微生物の遺伝子潜在能力を解放する新アプ
ローチを開発

概要

仁川国立大学と順天堂大学の研究者らが、AIとマイクロ流体技術を融合させた画期的

な手法を開発し、微生物の隠れた遺伝子潜在能力を解放することに成功しました。こ
の新しいアプローチは、高度な機械学習アルゴリズムと高スループットのマイクロ流
体プラットフォームを組み合わせることで、微生物の遺伝子経路を効率的にスクリー

ニング・操作することを可能にします。これにより、新規な生体触媒や治療化合物の
発見を加速させ、バイオエンジニアリングや環境診断分野に大きな影響をもたらすと
期待されています。

公開日 2026年07月17日  PR Newswire  韓国



詳細

主要成果

仁川国立大学と順天堂大学の研究者チームは、人工知能（AI）とマイクロ流体技術を統
合した画期的な手法を開発し、微生物の未開拓な遺伝子潜在能力を解放することに成功
しました。この新しいアプローチは、高度な機械学習アルゴリズムと高スループットの
マイクロ流体プラットフォームを組み合わせることで、微生物の遺伝子経路を効率的に
スクリーニングし、操作することを可能にします。これは、バイオエンジニアリング、
創薬、環境診断など、多岐にわたる分野で革新的な進展をもたらす可能性があります。

技術・臨床詳細

この革新的技術は、まずマイクロ流体チップ上で大量の微生物細胞を個別化し、異なる
環境条件や遺伝子改変に対してどのように応答するかをリアルタイムでモニタリングし
ます。次に、この膨大なデータセットをAI（特に深層学習モデル）が解析し、微生物の
代謝経路や遺伝子発現パターンにおける最適化された変異や条件を特定します。このAI

駆動型スクリーニングにより、従来のランダムなスクリーニング手法と比較して、目的
の生体触媒生産能や特定物質分解能を持つ微生物株を、格段に高い効率（例：スクリー
ニング速度を10倍以上向上）で選抜することが可能になります。例えば、より効率的な
バイオ燃料生産菌の発見や、特定の環境汚染物質を分解する能力を持つ微生物のエンジ
ニアリングなどが挙げられます。マイクロ流体技術を用いることで、試薬の使用量を大
幅に削減し、実験のコストと時間を削減します。

背景・業界文脈

微生物は、多様な産業応用において計り知れない潜在能力を秘めていますが、その遺伝
的多様性と複雑な代謝ネットワークのため、目的の機能を持つ株を特定・最適化するこ
とは困難でした。従来の微生物エンジニアリングは、時間と労力がかかるプロセスであ
り、多くの試行錯誤を伴いました。AIとマイクロ流体技術の融合は、このボトルネック
を解消し、より迅速かつ体系的な方法で微生物の能力を引き出すことを可能にします。
これは、合成生物学、バイオセンサー開発、そして持続可能な生産プロセスの推進にお
いて、新たな時代の到来を告げるものです。特に、環境汚染物質のバイオレメディエー
ションや、次世代のバイオセンサーの検出素子の開発において、大きな貢献が期待され
ます。



今後の展望

仁川国立大学と順天堂大学の研究成果は、微生物を利用した持続可能な技術開発の未来
を大きく切り拓くものです。今後、このプラットフォームをさらに発展させ、より複雑
な微生物群集の解析や、疾患診断用バイオセンサーの高感度化に向けた応用が期待され
ます。例えば、感染症の早期検出や薬剤耐性菌の迅速な特定に貢献する新しいPOCTデ
バイスの開発にも繋がる可能性があります。また、この技術は、バイオセンサーが検出
したデータをAIで解析し、リアルタイムで環境や生体情報を判断するデジタルヘルスケ
アの未来にも不可欠な要素となるでしょう。国際的な連携を通じて、この革新的なアプ
ローチが世界規模での課題解決に貢献することが期待されます。

元記事: https://www.prnewswire.com/news-releases/researchers-from-incheon-national-university-

develop-a-new-approach-to-unlock-hidden-genetic-potential-in-microbes-302823829.html

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.prnewswire.com/news-releases/researchers-from-incheon-national-university-develop-a-new-approach-to-unlock-hidden-genetic-potential-in-microbes-302823829.html
https://www.prnewswire.com/news-releases/researchers-from-incheon-national-university-develop-a-new-approach-to-unlock-hidden-genetic-potential-in-microbes-302823829.html


#09 バル・デ・ブロン研究所、風土病地域でのマラリア診
断を容易にする新規デバイスを開発

概要

バル・デ・ブロン研究所（VHIR）の研究者らが、マラリア風土病地域での診断を大幅
に容易にする新しいポータブルデバイスを開発しました。このデバイスは、高感度な
検出能力を持ちながら、操作が簡便で低コストであるため、限られた医療リソースし

か持たない地域での迅速な診断と治療開始に貢献します。これにより、マラリアによ
る死亡率の低下と公衆衛生の改善が期待されます。

公開日 2026年07月16日  Vall d'Hebron Research Institute (VHIR)  スペイン



詳細

主要成果

バル・デ・ブロン研究所（VHIR）の研究チームは、マラリアが蔓延する風土病地域にお
ける診断プロセスを大幅に簡素化する、革新的なポータブル診断デバイスを開発したと
発表しました。このデバイスは、専門的な訓練を受けた人員や高価なラボ設備を必要と
せず、現場で迅速かつ正確なマラリア検出を可能にします。この進歩は、特に医療イン
フラが不十分な地域でのマラリア対策に大きな影響を与えることが期待されます。

技術・臨床詳細

開発されたデバイスは、少量の血液サンプルからマラリア原虫の存在を示す特定のバイ
オマーカー（例：HRP2抗原やラクトース脱水素酵素）を検出するために、電気化学的
または免疫クロマトグラフィー原理に基づくバイオセンサー技術を利用しています。デ
バイスは、スマートフォンアプリと連携して動作するコンパクトな設計であり、結果は
数分以内にカラー表示またはデジタル表示で提供されます。感度は、従来の迅速診断キ
ット（RDTs）と比較して同等以上でありながら、特異度も高く、誤診のリスクを低減し
ます。このシステムは、太陽光充電が可能なバッテリーを搭載し、低温保存が不要な試
薬を使用しているため、遠隔地や電力供給が不安定な地域での運用に非常に適していま
す。臨床試験では、病原体量が少ない初期段階のマラリア感染も高精度で検出できるこ
とが実証されました。

背景・業界文脈

マラリアは依然として世界中で数億人に影響を及ぼし、特にサハラ以南のアフリカでは
毎年数十万人もの死者を出している主要な公衆衛生上の脅威です。効果的なマラリア対
策には、迅速かつ正確な診断が不可欠ですが、多くの風土病地域では、顕微鏡検査の専
門家や信頼性の高い電力、冷鎖貯蔵システムが不足しています。既存のRDTsは広く使わ
れていますが、感度が低い場合や、特定の原虫種を区別できないという課題がありま
す。VHIRが開発したこのデバイスは、これらの課題を克服し、マラリア診断のボトルネ
ックを解消することで、タイムリーな治療介入を促進し、地域社会における疾患の伝播
を抑制する重要な役割を果たすでしょう。



今後の展望

この新しい診断デバイスは、マラリア対策のグローバルな取り組みを強化する上で極め
て重要です。VHIRは、パートナー機関と協力して、デバイスの大量生産と最も必要とさ
れている地域への展開を目指しています。将来的には、このプラットフォームがデング
熱やチクングニア熱など、他の熱帯病の診断にも応用される可能性があります。また、
AIとIoT技術を統合することで、地域レベルでの疾患発生状況をリアルタイムで監視
し、公衆衛生当局がより効果的な介入戦略を策定できるよう支援することも期待されま
す。この技術は、世界中の健康格差を縮小し、持続可能な開発目標の達成に貢献するで
しょう。

元記事: https://vhir.vallhebron.com/en/society/news/vall-dhebron-researchers-develop-device-facilitate-

malaria-diagnosis-endemic-areas

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://vhir.vallhebron.com/en/society/news/vall-dhebron-researchers-develop-device-facilitate-malaria-diagnosis-endemic-areas
https://vhir.vallhebron.com/en/society/news/vall-dhebron-researchers-develop-device-facilitate-malaria-diagnosis-endemic-areas


#10 WizBiotech、薬局での簡易指先採血POCT検査導入に
よる収益拡大を推進

概要

WizBiotechは、薬局が店内で指先採血によるPOCT（Point-of-Care Testing）検査サー
ビスを導入することで、収益を拡大できると提唱しています。この戦略は、患者の利
便性向上、検査へのアクセス性向上、そして薬局のヘルスケアハブとしての役割強化

を目指すものです。感染症、血糖値、コレステロールなどの迅速な検査を薬局で提供
することで、新たな収益源を確保しつつ、地域社会の健康促進に貢献します。

公開日 2026年07月12日  WizBiotech  アメリカ



詳細

主要成果

WizBiotechは、薬局が店舗内に指先採血によるPOCT（Point-of-Care Testing）検査を導
入することで、収益機会を拡大できるという戦略的な提案を発表しました。このアプロ
ーチは、患者がより迅速かつ容易に診断テストを受けられるようにすることで、薬局を
地域社会のヘルスケア提供における中心的な役割を担う場所に変革することを目的とし
ています。このモデルは、薬局のビジネスモデルを多様化し、新たな成長経路を開拓す
るものです。

技術・臨床詳細

薬局で提供されるPOCT検査は、インフルエンザ、COVID-19、連鎖球菌性咽頭炎などの
感染症、A1C、血糖値、コレステロールレベルなどの慢性疾患マーカー、さらには特定
の薬物代謝マーカーなど、幅広い項目をカバーできます。これらのテストは、小型のポ
ータブル分析デバイスを使用し、指先からの少量の血液サンプル（通常、数マイクロリ
ットル）を用いて数分以内に結果を提供します。例えば、高感度バイオセンサーを搭載
した検査キットは、感染症の病原体や生体マーカーを低濃度でも正確に検出できます。
患者にとっては、病院やクリニックでの長い待ち時間なしに、薬局で手軽に検査を受け
られるという大きなメリットがあります。薬局スタッフは、簡単なトレーニングを受け
ることでこれらのデバイスを操作でき、検査結果に基づいて適切なOTC製品の推奨や、
必要に応じて医師への紹介を行うことが可能です。

背景・業界文脈

近年、ヘルスケア提供のパラダイムは、中央集権的な病院ベースのモデルから、より分
散化された地域密着型へと移行しつつあります。薬局は、そのアクセスの良さと地域住
民との信頼関係を背景に、この変化の最前線に位置しています。POCTの導入は、薬局
が単なる医薬品販売の場ではなく、基本的な診断サービスと予防医療を提供する重要な
ハブへと進化するための自然なステップです。これにより、医療システム全体の負担が
軽減され、特に慢性疾患の管理や感染症の早期発見において、公衆衛生上の大きな利益
をもたらすことが期待されます。



今後の展望

WizBiotechは、このPOCT導入モデルが薬局業界全体に広く採用されると予測していま
す。将来的には、より高度なバイオセンサーやAIベースの解析機能がPOCTデバイスに
統合され、薬局での診断能力がさらに向上するでしょう。これにより、薬局は、個別化
された健康カウンセリング、疾病管理プログラム、予防接種サービスなど、より包括的
なヘルスケアサービスを提供できるようになります。この動きは、保険会社や政策立案
者からの支援も得て、薬局が持続可能な成長を遂げ、地域社会の健康増進に不可欠な存
在となる未来を形成するでしょう。特に、遠隔医療との連携も深まり、デジタルヘルス
ケアの重要な接点となる可能性を秘めています。

元記事: https://www.wizbiotech.net/news/expand-pharmacy-revenue-with-in-store-fingerstick-poct-

testing

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.wizbiotech.net/news/expand-pharmacy-revenue-with-in-store-fingerstick-poct-testing
https://www.wizbiotech.net/news/expand-pharmacy-revenue-with-in-store-fingerstick-poct-testing


#11 MDPI Sensors誌、スマートウェアラブルにおける機
械学習を用いた連続ヘルスモニタリングに関する包括的レ
ビューを発表

概要

MDPI Sensors誌に掲載された新しいレビュー論文は、スマートウェアラブルにおける

機械学習（ML）を活用した連続的なヘルスモニタリング技術を包括的に分析しまし
た。この研究は、バイオセンサー、アルゴリズム、および様々なアプリケーションを
網羅し、リアルタイムでユーザーの健康状態を評価・予測する最先端の方法を提示し

ています。ウェアラブル技術とAIの融合は、予防医療、慢性疾患管理、フィットネス
追跡に革命をもたらす可能性を秘めています。

公開日 2026年07月14日  MDPI Sensors  中国



詳細

主要成果

MDPI Sensors誌に発表された包括的なレビュー論文は、「スマートウェアラブルにおけ
る機械学習を用いた連続ヘルスモニタリング」というテーマで、この急速に進化する分
野の現状と将来の方向性を詳細に分析しています。この研究は、ウェアラブルデバイス
に搭載されたバイオセンサーから収集される生理学的データを、機械学習アルゴリズム
がいかに活用して、ユーザーの健康状態をリアルタイムで評価し、異常を予測できるか
を明らかにしました。これは、個別化された予防医療と健康管理の未来を形作る重要な
成果です。

技術・臨床詳細

本レビューでは、心拍数、体温、血中酸素飽和度、グルコースレベル、発汗成分、活動
量などを測定する様々なタイプのウェアラブルバイオセンサー（例：フォトプレチスモ
グラフィー、電気化学センサー、IMU）が分析されています。これらのセンサーから得
られる膨大な時系列データは、ノイズ除去、特徴抽出、そして機械学習モデル（例：サ
ポートベクターマシン、ディープラーニング、決定木）によるパターン認識のために前
処理されます。具体的なアプリケーションとして、心血管疾患の早期発見のための心電
図（ECG）異常検出、糖尿病患者の血糖変動予測、睡眠パターンの解析による睡眠障害
の特定、ストレスレベルの評価などが挙げられます。例えば、特定の心拍変動パターン
とMLを組み合わせることで、心房細動などの不整脈を90%以上の精度で検出できるこ
とが示唆されています。MLアルゴリズムは、個人のベースラインデータから学習し、
パーソナライズされた健康プロファイルを作成することで、わずかな健康状態の変化も
早期に特定する能力を持ちます。

背景・業界文脈

ウェアラブル技術の普及と機械学習の進化は、ヘルスケア分野に大きな変革をもたらし
ています。従来の医療システムが主に症状発現後の治療に焦点を当てていたのに対し、
ウェアラブルとMLの組み合わせは、疾患の早期発見と予防、および慢性疾患の継続的
な管理に新たな機会を提供します。これにより、医療費の削減、患者の生活の質の向
上、そしてより積極的な健康管理の推進が期待されます。この技術は、特に高齢化が進
む社会において、在宅での健康モニタリングや遠隔医療の強化に不可欠な要素となって
います。



今後の展望

本レビューは、スマートウェアラブルによる連続ヘルスモニタリングが今後数年間でさ
らに洗練され、より広範な疾患マーカーの検出と予測が可能になると予測しています。
将来的には、複数のセンサーからのデータを統合し、マルチモーダルな機械学習モデル
を用いることで、健康状態のより包括的な理解と、疾患リスクのより正確な予測が実現
するでしょう。さらに、デバイスの小型化、バッテリー寿命の延長、およびデータのプ
ライバシーとセキュリティの強化が、普及に向けた重要な課題として挙げられていま
す。この分野の研究開発は、予防医療を主流にし、個々人に最適化されたヘルスケアの
提供を加速するでしょう。

元記事: https://www.mdpi.com/1424-8220/26/14/4486

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/1424-8220/26/14/4486


#12 Creative Biolabs、マイクロ流体と電気化学バイオセ
ンサーを統合し次世代POCT診断を加速

概要

Creative Biolabsは、マイクロ流体技術と電気化学バイオセンサーを統合した新プラッ
トフォームを開発し、次世代のPOCT（Point-of-Care Testing）診断の加速を目指して
います。この組み合わせにより、分析の高速化、高感度化、小型化が実現され、現場

での迅速かつ正確な疾患診断や健康モニタリングが可能になります。この技術は、感
染症、慢性疾患、環境モニタリングなど、幅広い分野での応用が期待されています。

公開日 2026年07月12日  24-7 Press Release  アメリカ



詳細

主要成果

Creative Biolabsは、マイクロ流体技術と電気化学バイオセンサーの統合を通じて、次世
代のPOCT（Point-of-Care Testing）診断ソリューションの開発を加速すると発表しまし
た。この相乗的なアプローチは、診断アッセイの速度、感度、および小型化を大幅に向
上させ、医療現場や非医療環境での迅速かつ正確な分子診断を可能にします。これによ
り、患者ケアの即時性とアクセス性が劇的に改善されることが期待されます。

技術・臨床詳細

統合されたプラットフォームは、極めて少量のサンプル（血液、尿、唾液など）を用い
て、複数のバイオマーカーを同時に、かつ高感度で検出できます。マイクロ流体チップ
は、サンプル前処理、反応、検出といった複数のステップを単一の小型デバイス上で自
動化し、ラボでの複雑な手順を不要にします。電気化学バイオセンサーは、ターゲット
分子（例：核酸、タンパク質、代謝物、病原体）との結合を電気信号の変化として検出
し、これを高精度で定量化します。この検出原理は、その高い感度、広い線形ダイナミ
ックレンジ、そして堅牢性から、POCTアプリケーションに特に適しています。例え
ば、ウイルス感染症のRNAまたはDNAを数分で検出できるだけでなく、がん関連タンパ
ク質マーカーや心臓疾患マーカーの定量も可能です。この組み合わせにより、従来の
PCRやELISAベースのラボテストと比較して、検出時間は数分の1に短縮され、試薬消費
量も大幅に削減されます。

背景・業界文脈

POCTは、迅速な診断結果が治療決定に不可欠な医療分野において、その重要性を増し
ています。特に感染症のパンデミック時には、現場での迅速な診断能力が公衆衛生対策
の鍵となります。Creative Biolabsのこの技術統合は、POCTデバイスが直面する主要な
課題（例：感度、多重検出能力、ユーザーフレンドリーさ）を克服することを目指して
います。マイクロ流体と電気化学バイオセンサーの組み合わせは、Lab-on-a-chip技術
の進化を代表するものであり、診断技術の民主化を推進し、医療リソースが限られた地
域でのアクセスを改善します。



今後の展望

Creative Biolabsは、この新しい技術プラットフォームが、臨床診断、環境モニタリン
グ、食品安全検査、創薬スクリーニングなど、幅広い応用分野で画期的な進歩をもたら
すと見ています。特に、感染症の早期診断、慢性疾患の継続的なモニタリング、および
個別化医療のための精密診断ツールの開発に注力していく予定です。同社は、研究機関
や診断機器メーカーとのパートナーシップを強化し、この技術の商用化を加速させるこ
とを目指しています。将来的には、AIとIoTを組み込んだスマートPOCTデバイスの開発
を通じて、予防医療とデジタルヘルスケアの未来を形作ることが期待されます。

元記事: https://www.24-7pressrelease.com/press-release/536869/creative-biolabs-integrates-

microfluidics-and-electrochemical-biosensors-to-accelerate-next-generation-poct-diagnostics

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.24-7pressrelease.com/press-release/536869/creative-biolabs-integrates-microfluidics-and-electrochemical-biosensors-to-accelerate-next-generation-poct-diagnostics
https://www.24-7pressrelease.com/press-release/536869/creative-biolabs-integrates-microfluidics-and-electrochemical-biosensors-to-accelerate-next-generation-poct-diagnostics


#13 南オーストラリア大学、ナノプラスチックを数分で水
から検出するバイオセンサーを開発

概要

南オーストラリア大学の研究者らが、水中のナノプラスチック汚染を数分で検出でき
る画期的なバイオセンサーを開発しました。この技術は、従来の検出方法よりもはる
かに迅速かつ効率的にナノプラスチックを特定し、その環境と健康への影響評価を可

能にします。この進歩は、飲料水の安全性確保と水生生態系の保護における重要なマ
イルストーンとなります。

公開日 2026年07月15日  Mirage News  オーストラリア



詳細

主要成果

南オーストラリア大学の研究者チームが、水中のナノプラスチック汚染をわずか数分で
検出できる画期的なバイオセンサーを開発しました。この新しい技術は、環境中に広く
拡散している微小なプラスチック粒子を迅速かつ高感度に特定することを可能にし、公
衆衛生と生態系保護に新たな道を開きます。従来の分析手法と比較して、検出時間とコ
ストが大幅に削減されます。

技術・臨床詳細

このバイオセンサーは、特定のナノプラスチック分子に選択的に結合する機能性プロー
ブを表面に固定化することで機能します。研究者らは、ナノプラスチックの表面電荷や
化学組成を利用し、これらがセンサー表面と相互作用する際の電気的または光学的な変
化を検出する原理を確立しました。この技術は、数ナノメートルから数百ナノメートル
の範囲のプラスチック粒子を、1リットルあたり数千個という極めて低い濃度でも検出
可能です。検出プロセスは、サンプルをセンサーに導入してから数分以内に完了し、リ
アルタイムでのモニタリングが可能です。従来のフーリエ変換赤外分光法（FTIR）やラ
マン分光法のような高価で時間のかかるラボベースの分析とは異なり、このバイオセン
サーはポータブルなデバイスに統合でき、現場での迅速なスクリーニングに適していま
す。

背景・業界文脈

ナノプラスチック汚染は、地球規模での環境問題として認識されており、海洋生物から
食物連鎖を経て人体にまで到達する可能性が指摘されています。しかし、その微細なサ
イズのため、効果的な検出と定量は技術的な課題でした。従来の検出方法は高価で時間
がかかり、日常的なモニタリングには不向きでした。南オーストラリア大学のこのバイ
オセンサーは、この重要なギャップを埋め、ナノプラスチック汚染の監視と研究を大き
く加速させます。これは、飲料水処理、水産養殖、環境規制の分野において、意思決定
のための重要なデータを提供することに貢献します。



今後の展望

このナノプラスチック検出バイオセンサーは、将来的に飲料水供給網、河川、湖沼、海
洋環境における継続的なモニタリングシステムへの統合が期待されます。研究チーム
は、センサーの堅牢性と汎用性をさらに向上させ、様々な種類のプラスチックポリマー
や異なる環境条件での検出能力を最適化することを目指しています。商業化が実現すれ
ば、環境保護機関、水供給会社、研究者にとって、ナノプラスチック汚染の動態を理解
し、その影響を軽減するための強力なツールとなるでしょう。この技術は、持続可能な
未来に向けたプラスチック汚染対策において、重要な貢献を果たすことが期待されま
す。

元記事: https://www.miragenews.com/biosensor-detects-nanoplastics-in-water-within-1711853/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.miragenews.com/biosensor-detects-nanoplastics-in-water-within-1711853/


#14 サンディア国立研究所、ラボ技術の迅速な商業化を促
進する「コンパス」を発表

概要

サンディア国立研究所は、画期的なラボ技術を市場へより迅速に移行させるための新
しいフレームワーク「コンパス」を発表しました。この戦略的ツールは、研究者が商
業化の初期段階で直面する課題を特定し、解決策を導くことで、イノベーションの加

速と経済成長に貢献します。特に、バイオセンサーやPOCTデバイスなどの新興技術の
実用化を促進する役割が期待されています。

公開日 2026年07月10日  Sandia National Laboratories  アメリカ



詳細

主要成果

サンディア国立研究所は、政府機関で開発された革新的なラボ技術の商業化プロセスを
加速するための新しいフレームワーク「コンパス」を発表しました。この戦略的なツー
ルは、研究者が技術開発の初期段階から市場投入までの複雑な道のりを効率的にナビゲ
ートできるよう設計されており、技術移転のボトルネックを解消し、国家的なイノベー
ションエコシステムを強化することを目指します。

技術・臨床詳細

「コンパス」フレームワークは、技術の成熟度評価、市場ニーズ分析、知的財産戦略、
潜在的なパートナーシップの特定、資金調達の機会など、商業化プロセスにおける主要
な側面を体系的に評価・ガイドします。研究者に対し、技術の強みと弱み、競合状況、
規制上のハードル、潜在的な収益モデルに関する明確なロードマップを提供します。具
体的には、技術の「商業化準備度レベル」（CRL）を評価するツールを含み、このCRL

は、技術の技術準備レベル（TRL）と同様に、市場投入に向けた準備状況を数値化しま
す。このツールは、初期段階の研究成果が、最終製品やサービスとして市場に受け入れ
られるために必要なギャップを特定し、そのギャップを埋めるための具体的なアクショ
ンプランを提案します。サンディア国立研究所は、これまで数多くの画期的なセンサー
技術や材料科学のイノベーションを開発してきており、このフレームワークはそれらの
技術をより効果的に社会実装するためのものです。

背景・業界文脈

連邦政府が資金提供する研究機関では、基礎研究で多くのブレークスルーが生まれてい
ますが、それらが商業製品として市場に到達するまでには長い時間と多くの課題が伴い
ます。この「死の谷」と呼ばれるギャップは、資金不足、市場知識の欠如、商業パート
ナーを見つける困難さなどが原因です。サンディア国立研究所の「コンパス」は、この
ギャップを埋めるための体系的なアプローチを提供し、重要な技術が経済的価値と社会
貢献をもたらす機会を最大化します。これは、特にバイオセンサー、Lab-on-a-chip、
高度な材料などの分野で、新しいスタートアップの創出や既存企業の競争力強化に貢献
すると期待されています。



今後の展望

サンディア国立研究所は、「コンパス」フレームワークを他の国立研究所や大学にも展
開し、広範な技術移転エコシステム全体での採用を促進することを目指しています。こ
のアプローチにより、クリーンエネルギー、医療診断、国家安全保障など、戦略的に重
要な分野におけるイノベーションが加速されるでしょう。将来的には、このフレームワ
ークが、研究機関発の技術が迅速に商業化され、経済成長と雇用創出に貢献するための
標準的なモデルとなる可能性があります。特に、POCTデバイスやウェアラブルヘルス
ケアデバイスなど、急速な市場展開が求められる分野において、その有効性が高く評価
されるでしょう。

元記事: https://newsreleases.sandia.gov/a-compass-for-driving-faster-commercialization-of-lab-

technology/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://newsreleases.sandia.gov/a-compass-for-driving-faster-commercialization-of-lab-technology/
https://newsreleases.sandia.gov/a-compass-for-driving-faster-commercialization-of-lab-technology/


#15 Advisory.comが医療におけるウェアラブルデータ活
用と課題についてレポートを発表

概要

Advisory.comは、ヘルスケア分野におけるウェアラブルデータ活用に関する詳細なレ
ポートを発表しました。このレポートは、ウェアラブルデバイスから収集される豊富
なデータが、予防医療、慢性疾患管理、患者エンゲージメントをいかに変革できるか

を示す一方で、データの信頼性、プライバシー、統合といった課題も指摘していま
す。医療システムがこれらのデータ駆動型アプローチを効果的に採用するための戦略
的提言がなされています。

公開日 2026年07月14日  Advisory.com  アメリカ



詳細

主要成果

Advisory.comは、医療分野におけるウェアラブルデータの急速な進化と、それが患者ケ
アにもたらす変革的影響に関する包括的なレポートを発表しました。本レポートは、ウ
ェアラブルデバイスが収集するリアルタイムの生理学的データが、予防医療、慢性疾患
管理、患者エンゲージメントにおいていかに強力なツールとなり得るかを詳細に論じて
います。しかし、同時に、これらのデータを医療実践に効果的に統合する上で、データ
品質、プライバシー、および相互運用性といった主要な課題が存在することも明らかに
しています。

技術・臨床詳細

レポートでは、スマートウォッチ、フィットネストラッカー、特定のスマートパッチな
どのウェアラブルデバイスが、心拍数、睡眠パターン、活動量、血中酸素飽和度、体
温、さらにはグルコースレベルや心電図（ECG）といった広範な生体情報を連続的にモ
ニタリングできることを強調しています。これらのデータは、特定の疾患リスクの早期
警告、治療効果のモニタリング、患者の行動変容の促進に利用できます。例えば、不規
則な心拍パターンを検出することで心房細動の早期診断に繋がり、運動量や睡眠質の変
化はうつ病やストレスの兆候となる可能性があります。しかし、ウェアラブルデバイス
のデータには、センサーの精度、ユーザーの装着ミス、測定環境の変動によるノイズと
いった課題が伴います。レポートは、これらのデータの信頼性を向上させるための機械
学習アルゴリズムと検証プロトコルの重要性を指摘しています。

背景・業界文脈

デジタルヘルスと個別化医療への移行が進む中、ウェアラブルテクノロジーは患者が自
身の健康管理に積極的に関与するための重要な手段となっています。特に慢性疾患の患
者や高齢者にとって、在宅での継続的なモニタリングは、病院への頻繁な通院の必要性
を減らし、医療システム全体の負担を軽減する可能性があります。しかし、医療機関
は、患者からのウェアラブルデータを既存の電子カルテシステム（EHR）に統合し、意
義のある臨床的洞察を抽出する方法に課題を抱えています。データのサイロ化、セキュ
リティ懸念、規制要件などが、大規模な導入を妨げる要因となっています。



今後の展望

Advisory.comのレポートは、ウェアラブルデータが医療の未来において不可欠な役割を
果たすと結論付けています。今後、バイオセンサー技術のさらなる進化により、より多
様で高精度な生体マーカー（例：血圧、コルチゾールレベル、特定の疾患関連タンパク
質）の非侵襲的モニタリングが可能になるでしょう。また、AI駆動型プラットフォーム
がウェアラブルデータを解析し、医師に実行可能な洞察を提供することで、臨床意思決
定が強化されると予測されています。この分野での成功は、ベンダー間でのデータ標準
化、堅牢なデータセキュリティ対策、そして医療従事者と患者双方への教育にかかって
います。ウェアラブルデータは、患者中心の予防的なヘルスケアシステムへの移行を加
速させる主要な推進力となるでしょう。

元記事: https://www.advisory.com/daily-briefing/2026/07/14/wearable-data

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.advisory.com/daily-briefing/2026/07/14/wearable-data


#16 Dexcom、G7 15日用CGMがカナダ保健省の承認を獲
得し、Stelo CGMは米国FDAの小児OTC使用許可を取得

概要

Dexcom社のG7 15日用持続血糖モニタリング（CGM）システムがカナダ保健省から18

歳以上の成人向けに承認され、装着期間が15.5日に延長されました。同時に、Steloグ
ルコースバイオセンサーシステムは、インスリンを使用しない2歳以上の小児向けの一

般用医薬品（OTC）として米国FDAの認可を受け、より広範な年齢層にCGM技術のア
クセスを拡大しました。これにより、糖尿病患者の血糖管理が簡素化され、Ouraアプ
リとの統合により、ユーザーはSteloの血糖データを直接確認できるようになりまし

た。

公開日 2026年07月13日  Business Wire, MarketScreener, CureCapture, Oura Member Care  ア
メリカ, カナダ



詳細

主要成果

Dexcomは、主力製品であるG7持続血糖モニタリング（CGM）システムの15日用バージ
ョンがカナダ保健省（Health Canada）から18歳以上の成人向けに承認されたことを発
表しました。この承認により、センサーの装着期間が従来の10日から15.5日に延長さ
れ、平均絶対相対差（MARD）は8.0%と高い精度を維持しています。これにより、カナ
ダの糖尿病患者はセンサー交換の頻度を減らし、より継続的な血糖管理が可能になりま
す。

また、米国食品医薬品局（FDA）は、Dexcom Steloグルコースバイオセンサーシステム
を、インスリンを使用しない2歳以上の小児向け一般用医薬品（OTC）として認可しま
した。これは、小児向けOTCとして初のCGMシステムであり、これまで専門家の処方箋
が必要だったCGM技術を、より若い年齢層の患者とその家族が自宅で手軽に利用できる
ようになる画期的な進展です。この拡大により、患者とその介護者の負担が軽減され、
早期からの血糖トレンド把握による健康管理促進が期待されます。

さらに、ウェアラブルリング型デバイスを提供するOuraは、そのアプリがSteloグルコ
ースバイオセンサーとのデータ統合に対応したことを発表しました。これにより、Oura

ユーザーは睡眠、活動量、心拍数などの生体データとSteloの血糖データを一元的に管
理・分析できるようになり、より包括的な健康状態の把握が可能となります。この統合
は、デジタルヘルスエコシステムにおけるデータ連携の重要性を強調するものです。

技術・臨床詳細

Dexcom G7 15日用システム： 15.5日間の装着期間は、既存のG7システムの主要な
強化点であり、MARD値8.0%の精度は臨床的信頼性を確保しています。センサーの小
型化と一体型化により、装着の簡便性も向上しています。

Stelo CGM（小児OTC）： Steloシステムは、インスリン非使用者の血糖トレンド監
視に特化しており、低血糖リスク管理ではなく、食事や活動が血糖値に与える影響を
理解することを目的としています。2歳以上への拡大は、未診断の血糖異常の早期発
見や、生活習慣改善の動機付けに貢献すると期待されます。

Ouraアプリ連携： Steloからの血糖データは、Ouraアプリ内の他の健康指標と組み合
わせて表示され、食事記録や運動との相関を視覚的に分析できます。これにより、
個々の生活習慣が血糖に与える影響をより深く理解し、パーソナライズされた健康管
理を促進します。



背景・業界文脈

持続血糖モニタリング市場は、糖尿病患者数の増加と技術革新により急速に拡大してい
ます。特に、装着期間の延長やOTC化は、患者の利便性を高め、CGMの普及を加速させ
る重要な要素です。また、デジタルヘルスプラットフォームとの連携は、CGMデータを
より広い文脈で活用し、予防医療や健康管理全体への応用を可能にします。

今回の承認は、Dexcomが市場におけるリーダーシップを維持し、競合他社に対する優
位性を確立する上で重要なマイルストーンとなります。特に、小児へのOTC提供は、将
来の市場を育成する上で戦略的な意味合いを持ちます。MedtronicやAbbottといった競
合もCGM技術の開発を進めており、市場競争は今後さらに激化するでしょう。

今後の展望

今後、DexcomはG7 15日用システムの他の地域での承認拡大と、Steloシステムのさら
なる普及を目指すと予想されます。Ouraのようなフィットネストラッカーとの統合は、
健康意識の高い一般消費者層へのリーチを拡大し、糖尿病の早期発見や予防への貢献も
期待されます。さらに、AIを活用したデータ分析機能の強化により、個々の患者に最適
化された食事や運動のレコメンデーションを提供するなど、パーソナライズ医療への進
化が進むでしょう。

医療機器メーカーは、規制当局との連携を強化し、簡便性と精度を両立した製品開発を
継続することで、より多くの人々が健康管理にアクセスできる未来を創造していきま
す。

元記事: https://www.businesswire.com/news/home/20260713506385/en/Dexcom-G7-15-Day-Receives-

Health-Canada-Authorization-Extending-Wear-and-Continuity-for-Canadian-Adults-Living-with-

Diabetes

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.businesswire.com/news/home/20260713506385/en/Dexcom-G7-15-Day-Receives-Health-Canada-Authorization-Extending-Wear-and-Continuity-for-Canadian-Adults-Living-with-Diabetes
https://www.businesswire.com/news/home/20260713506385/en/Dexcom-G7-15-Day-Receives-Health-Canada-Authorization-Extending-Wear-and-Continuity-for-Canadian-Adults-Living-with-Diabetes
https://www.businesswire.com/news/home/20260713506385/en/Dexcom-G7-15-Day-Receives-Health-Canada-Authorization-Extending-Wear-and-Continuity-for-Canadian-Adults-Living-with-Diabetes


#17 DiabeloopとViCentra、KaleidoポンプとDexcom G7
CGMを統合したDBLG2システムをドイツで処方開始

概要

DiabeloopとViCentraは、ViCentraのKaleidoインスリンパッチポンプとDexcom G7持続
血糖モニタリング（CGM）システムを統合した、スマートフォン制御の自動インスリ
ン供給（AID）システム「DBLG2」をドイツで処方開始しました。このシステムは、血

糖値のリアルタイムデータを基にインスリン投与を自動調整し、糖尿病患者の負担を
大幅に軽減することを目的としています。ドイツでの提供開始に続き、オランダでの
展開も計画されており、ソフトウェア中心の患者ケアへの移行を加速させます。

公開日 2026年07月10日  Press Release Hub  ドイツ



詳細

主要成果

DiabeloopとViCentraは、スマートフォンで制御される自動インスリン供給（AID）シス
テム「DBLG2」をドイツで処方開始しました。この革新的なシステムは、ViCentraの超
小型Kaleidoインスリンパッチポンプと、市場をリードするDexcom G7持続血糖モニタ
リング（CGM）システムをシームレスに統合しています。DBLG2は、患者の血糖値に基
づいてインスリン投与をリアルタイムで自動調整することで、糖尿病管理の精度と簡便
性を劇的に向上させます。

技術・臨床詳細

システムの統合: DBLG2システムは、Diabeloop独自のアルゴリズムを搭載したスマ
ートフォンアプリが、KaleidoインスリンパッチポンプとDexcom G7 CGMから得られ
る血糖値データを解析し、インスリンの投与量を自動的に調整します。これにより、
患者は頻繁な自己血糖測定やインスリン量の手動調整から解放されます。

Dexcom G7 CGM: Dexcom G7は、小型で装着が容易なセンサーであり、リアルタイ
ムで正確な血糖値データを提供します。このデータはBluetooth経由でDBLG2アプリ
に送信され、アルゴリズムの基盤となります。

Kaleidoインスリンパッチポンプ: ViCentraのKaleidoは、世界最小かつ最軽量のイン
スリンパッチポンプの一つであり、患者の身体的な負担を軽減し、柔軟な装着を可能
にします。その使いやすさが、DBLG2システム全体の利便性を高めています。

患者中心のアプローチ: DBLG2は、患者が自身のスマートフォンでシステムを管理で
きるため、より直感的でパーソナライズされた糖尿病ケアを実現します。カスタマイ
ズ可能なアラート機能も備えており、緊急時にも迅速な対応が可能です。



背景・業界文脈

糖尿病管理の分野では、患者の生活の質（QoL）向上と合併症リスク低減のため、自動
インスリン供給システム（AID）の需要が急速に高まっています。従来のインスリン注
射やポンプシステムは、患者に大きな自己管理負担を課していましたが、DBLG2のよう
なクローズドループシステムは、AIとセンサー技術を組み合わせることでこの課題を克
服しようとしています。特に、複数の大手技術プロバイダーの製品を統合するアプロー
チは、各コンポーネントの強みを最大限に引き出し、包括的なソリューションを提供す
る上で効果的です。ドイツでの処方開始は、欧州市場における糖尿病治療のデジタル化
をさらに推進するものです。

今後の展望

DiabeloopとViCentraは、ドイツに続いてオランダでもDBLG2システムの提供を開始す
る計画です。将来的には、より多くの国々での規制承認を目指し、糖尿病患者がどこに
いてもこの革新的な技術を利用できるよう取り組むでしょう。AIと機械学習の進化によ
り、DBLG2システムはさらに個別化され、患者のニーズに合わせた予測能力と適応性を
高めていく可能性があります。これにより、糖尿病管理はますますスマートで効率的に
なり、患者の健康アウトカムのさらなる改善に貢献することが期待されます。

元記事: https://www.pressreleasehub.com/diabeloop-and-vicentra-launch-smartphone-controlled-

dblg2-system-integrated-with-kaleido-insulin-patch-pump-and-dexcom-g7-cgm-now-open-for-

prescription/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.pressreleasehub.com/diabeloop-and-vicentra-launch-smartphone-controlled-dblg2-system-integrated-with-kaleido-insulin-patch-pump-and-dexcom-g7-cgm-now-open-for-prescription/
https://www.pressreleasehub.com/diabeloop-and-vicentra-launch-smartphone-controlled-dblg2-system-integrated-with-kaleido-insulin-patch-pump-and-dexcom-g7-cgm-now-open-for-prescription/
https://www.pressreleasehub.com/diabeloop-and-vicentra-launch-smartphone-controlled-dblg2-system-integrated-with-kaleido-insulin-patch-pump-and-dexcom-g7-cgm-now-open-for-prescription/


#18 NSFがラボオンチップデバイスの自動3Dプリンティ
ングに資金提供、微細流体工学の普及を促進

概要

ジョージ・メイソン大学とPhase Inc.は、米国国立科学財団（NSF）からSTTR助成金を
獲得し、ラボオンチップデバイスの自動3Dプリンティング技術を開発しています。こ
のプロジェクトは、微細流体デバイスの設計から製造までを自動化し、研究室でのカ

スタムデバイス開発を加速させることを目指しています。特に、オルガンオンチップ
開発や生物医学研究における信頼性の高いツール提供に重点を置き、研究成果のより
広範な実用化を促進します。

公開日 2026年07月09日  3D Printing Industry  アメリカ



詳細

主要成果

ジョージ・メイソン大学の研究者とPhase Inc.が、米国国立科学財団（NSF）の中小企業
技術転換研究（STTR）助成金を獲得し、ラボオンチップデバイスの自動3Dプリンティ
ング技術の開発に着手しました。この画期的なプロジェクトは、微細流体デバイスの設
計から製造までを一貫して自動化することを目指しており、研究室でカスタムデバイス
を迅速かつ効率的に開発できる環境を整備します。これにより、微細流体デバイスが研
究段階からより広範な応用へと移行するための大きな障壁が取り除かれることが期待さ
れます。

技術・臨床詳細

自動化された3Dプリンティングプロセス: 本プロジェクトの核心は、微細流体デバイ
スの設計、製造、検証プロセスを包括的に自動化するシステムを構築することにあり
ます。これにより、研究者が特定の実験ニーズに合わせて迅速にカスタムデバイスを
設計し、製造することが可能になります。

ターゲット技術: 特に、細胞培養、薬物スクリーニング、診断アプリケーションなど
に用いられる微細流体デバイスや、オルガンオンチップ（Organ-on-a-Chip）システ
ムの開発が重点的に進められます。これらの分野では、高度なカスタマイズ性と再現
性が求められており、自動3Dプリンティングがその要求に応えます。

共同開発の背景: このプロジェクトは、以前から両チームが共同で開発してきた微細
流体細胞外小胞（EV）プラットフォームの成功を基盤としています。EVの分離・分
析は、診断におけるバイオマーカー発見において重要な分野であり、このプラットフ
ォームが自動化の恩恵を大きく受けると考えられています。

材料と精度: 3Dプリンティングには、生体適合性があり、微細構造の精度を確保でき
る材料が使用されます。これにより、細胞や生体分子の挙動に影響を与えないデバイ
スが製造され、実験結果の信頼性が高まります。



背景・業界文脈

ラボオンチップ技術は、少量サンプルでの高速分析、自動化、低コスト化といったメリ
ットから、診断、薬物開発、生物学研究など多岐にわたる分野で注目されています。し
かし、カスタムデバイスの設計と製造には高度な専門知識と時間が必要であり、これが
普及のボトルネックとなっていました。3Dプリンティング技術は、その高い柔軟性と迅
速なプロトタイピング能力により、この課題を解決する有力な手段として期待されてい
ます。NSFの助成金は、この分野の研究を加速し、研究室レベルの成果を産業応用へと
橋渡しする重要な役割を担います。

今後の展望

この自動3Dプリンティング技術が確立されれば、研究者やエンジニアは、特定の生物学
的課題や臨床ニーズに合わせて、独自の微細流体デバイスを迅速かつコスト効率よく開
発できるようになります。これにより、創薬スクリーニングの高速化、個別化医療に向
けた診断ツールの開発、さらには基礎生物学研究における新たな実験モデルの創出が加
速するでしょう。また、生産の自動化は、デバイスの標準化と品質管理を容易にし、微
細流体デバイス市場全体の成長を促進する可能性を秘めています。

元記事: https://3dprintingindustry.com/news/nsf-backs-automated-3d-printing-of-lab-on-a-chip-

devices-286885/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://3dprintingindustry.com/news/nsf-backs-automated-3d-printing-of-lab-on-a-chip-devices-286885/
https://3dprintingindustry.com/news/nsf-backs-automated-3d-printing-of-lab-on-a-chip-devices-286885/


#19 環境診断分野におけるPOCT技術の応用拡大：水質・
土壌・大気汚染の迅速監視へ

概要

ポイントオブケア診断（POCT）技術が、従来の医療分野を超え、環境診断分野での応
用を急速に拡大しています。これらの技術は、水質、土壌、大気の汚染物質を迅速か
つオンサイトで検出することを可能にし、最小限のサンプル前処理で即時の意思決定

を支援します。特に、廃水の連続モニタリング、家畜施設向けのセンサーベースシス
テム、精密農業のための移動式土壌分析など、多様な応用例が注目されています。

公開日 2026年07月14日  Research in Germany  ドイツ



詳細

主要成果

ポイントオブケア診断（POCT）技術が、その迅速性、簡便性、オンサイト対応能力を
活かし、環境診断分野での応用を拡大しています。これまで医療現場で病原体やバイオ
マーカーの検出に用いられてきたPOCTが、今や水、土壌、大気の品質を監視し、有害
物質の状況に迅速に対応するための不可欠なツールとして注目されています。この進展
は、環境保護と公衆衛生の新たなフロンティアを開くものです。

技術・臨床詳細

オンサイトでの迅速分析: POCT技術は、専門的な実験室設備が不要で、現場で直接
サンプルを分析できるため、汚染事故発生時や緊急事態において迅速な情報収集を可
能にします。これにより、汚染源の特定、汚染範囲の評価、対策の立案が飛躍的に加
速します。

多様な環境媒体への適用:

水質モニタリング: 飲料水中の重金属、農薬、バクテリア、廃水中の抗生物質や薬
剤残渣の検出など、広範な水質パラメーターをリアルタイムで監視できます。例
えば、微細流体ベースのバイオセンサーは、水系病原体を数分以内に検出可能で
す。

土壌診断: 農業分野では、土壌中の栄養素レベル、pH、病原体、農薬残渣などを
迅速に分析し、精密農業や土壌修復の意思決定に貢献します。携帯型センサー
は、現場で瞬時にデータを取得し、スマート農業を推進します。

大気汚染モニタリング: PM2.5やVOCs（揮発性有機化合物）などの大気汚染物質、
さらには生物学的テロの脅威となりうる生物兵器の検出など、リアルタイムで大
気中の有害物質を監視するセンサーネットワークが構築されつつあります。

低コストと簡便な操作性: POCTデバイスは、大量の試薬や複雑な機器操作を必要と
しないため、運用コストが低く、非専門家でも容易に扱えるように設計されていま
す。これは、リソースが限られた地域や緊急時において特に有利です。



背景・業界文脈

地球規模での環境汚染問題が深刻化する中で、環境モニタリングの重要性はかつてない
ほど高まっています。従来の環境分析は、サンプルを採取して専門機関に送付し、時間
をかけて分析結果を待つというプロセスが一般的でした。しかし、この方法は、特に緊
急時や動的な環境変化を捉える必要がある場合には、不十分でした。POCT技術の導入
は、この時間的・場所的制約を克服し、より迅速かつ的確な環境管理を可能にするブレ
ークスルーとして期待されています。デジタル化とIoT技術の進展も、POCTセンサーか
らのデータ収集と解析を強化し、スマートシティやスマート農業といった新たなアプリ
ケーションを後押ししています。

今後の展望

環境診断におけるPOCT技術の未来は、AIと機械学習の統合により、さらに進化するで
しょう。これにより、センサーデータからの異常検知や予測分析の精度が向上し、環境
リスクの早期警告システムが実現可能になります。また、自己校正機能や低消費電力化
技術の進展により、センサーネットワークの長期的な自律運用が容易になります。政
府、産業界、研究機関の協力により、これらの技術は地球規模の環境課題に対する持続
可能な解決策を提供し、人類の健康と生態系の保全に大きく貢献することが期待されま
す。

元記事: https://www.research-in-germany.org/en/news-and-events/news/current-news/poct-

technologies-for-environmental-diagnostics--protecting-water--soil---air--responding-to-hazardous-

situati.html

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.research-in-germany.org/en/news-and-events/news/current-news/poct-technologies-for-environmental-diagnostics--protecting-water--soil---air--responding-to-hazardous-situati.html
https://www.research-in-germany.org/en/news-and-events/news/current-news/poct-technologies-for-environmental-diagnostics--protecting-water--soil---air--responding-to-hazardous-situati.html
https://www.research-in-germany.org/en/news-and-events/news/current-news/poct-technologies-for-environmental-diagnostics--protecting-water--soil---air--responding-to-hazardous-situati.html


#20 UTサウスウェスタン、子どもの脳疾患「GPT2欠損
症」の新たなバイオマーカー「αKG」を追跡するバイオセ
ンサーを開発

概要

UTサウスウェスタン小児医療センター研究機関の科学者たちは、稀な子どもの脳疾患

であるGPT2欠損症を理解するため、必須代謝物であるα-ケトグルタル酸（αKG）を追
跡する新しいバイオセンサーを開発しました。シアノバクテリア由来のタンパク質を
利用したこのバイオセンサーにより、ミトコンドリア酵素GPT2と輸送体タンパク質

SLC25A11が脳の発達に重要なαKGの産生と輸送をどのように調節しているかを発見。
このブレークスルーは、影響を受ける乳児に見られる重度の神経障害の根底にあるメ
カニズムに関する洞察を提供します。

公開日 2026年07月16日  UT Southwestern, Dallas, Texas  アメリカ



詳細

主要成果

UTサウスウェスタン大学の小児医療センター研究機関の科学者たちは、稀な子どもの脳
疾患であるGPT2欠損症の病態解明に不可欠な、必須代謝物α-ケトグルタル酸（αKG）を
特異的に追跡できる新しいバイオセンサーを開発しました。この革新的なツールによ
り、研究者たちはミトコンドリア酵素GPT2と輸送体タンパク質SLC25A11が、脳の発達
に極めて重要なαKGの産生と細胞内輸送をどのように精密に調節しているかを明らかに
しました。この発見は、GPT2欠損症の乳児に見られる重度の神経障害の根源的なメカ
ニズムを解き明かす上で、重要な一歩となります。

技術・臨床詳細

バイオセンサーの設計: 新しいバイオセンサーは、シアノバクテリア由来の特定のタ
ンパク質を基盤として構築されています。このタンパク質は、αKGと特異的に結合
し、結合時に検出可能な信号変化（例えば蛍光強度変化）を生じさせるように設計さ
れています。これにより、生細胞内でのαKGレベルの動態をリアルタイムかつ高感度
でモニタリングすることが可能になりました。

GPT2欠損症への応用: GPT2欠損症は、重度の精神運動遅滞、てんかん、脳形成異常
などを特徴とする遺伝性疾患です。GPT2酵素はαKG産生に関与しており、その機能
不全がαKG代謝経路にどのような影響を与えるかが未解明でした。このバイオセンサ
ーを用いることで、GPT2欠損症モデルにおいてαKGレベルがどのように変動するか
を直接的に観察できるようになりました。

SLC25A11の役割の解明: 研究では、ミトコンドリア膜に存在する輸送体タンパク質
SLC25A11が、細胞質からミトコンドリアへのαKGの輸送を担っていることが確認さ
れました。この輸送経路の調節が、正常な脳の発達において極めて重要であることが
示されました。GPT2とSLC25A11が連携してαKGホメオスタシスを維持しているメカ
ニズムの解明は、将来的な治療ターゲットの特定に繋がります。

臨床的意義: αKGは、細胞のエネルギー代謝、アミノ酸合成、神経伝達物質の合成な
ど、多くの重要な生化学的プロセスに関与しています。GPT2欠損症におけるαKG代
謝の異常を詳細に理解することは、この疾患だけでなく、他の神経変性疾患や代謝性
疾患の病態生理学的理解にも貢献する可能性があります。



背景・業界文脈

稀な小児神経疾患は、診断が困難で有効な治療法が限られていることが多く、患者とそ
の家族にとって大きな課題となっています。代謝物の異常はこれらの疾患の根源的な原
因となることがありますが、生体内での代謝物の動態をリアルタイムで高感度に測定す
るツールは限られていました。今回のバイオセンサー開発は、この技術的ギャップを埋
めるものであり、代謝性疾患の研究に新たな視点をもたらします。特に、ミトコンドリ
ア機能障害が関わる疾患では、特定の代謝物バランスの異常が病態を進行させることが
知られており、精密なモニタリング技術の必要性が高まっています。

今後の展望

このαKGバイオセンサーの成功は、同様の技術を用いて他の重要な代謝物を検出するバ
イオセンサーの開発を促進する可能性があります。将来的には、GPT2欠損症の早期診
断や、治療介入の効果をモニタリングするためのツールとして臨床応用が期待されま
す。また、このバイオセンサーを用いて、薬剤スクリーニングや疾患モデルの評価を行
うことで、GPT2欠損症および関連する神経疾患に対する新規治療薬の開発を加速させ
ることも可能になるでしょう。研究者たちは、この発見が、重度の神経障害を持つ乳児
の生活を改善するための新たな治療戦略の開発に繋がることを期待しています。

元記事: https://www.utsouthwestern.edu/newsroom/articles/year-2026/biosensor-childhood-brain-

disorder.html

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.utsouthwestern.edu/newsroom/articles/year-2026/biosensor-childhood-brain-disorder.html
https://www.utsouthwestern.edu/newsroom/articles/year-2026/biosensor-childhood-brain-disorder.html


#21 テキサスA&M大学、アコーディオン着想の自動流体
灌流デバイスで、動物実験不要のラボオンチップ技術を革
新

21_テキサスA&M大学、アコーディオン着想の自動流体灌流デバイスで、動物実験不要のラボ
オンチップ技術を革

概要

テキサスA&M大学の研究者たちは、アコーディオンから着想を得た自動流体灌流デバ
イスを開発し、動物実験に代わるラボオンチップ技術を革新しました。このデバイス

は、ヒトの心臓の血流波形を正確に再現することで、臓器や血管の疾患モデルをより
精緻に構築することを可能にします。これにより、薬物スクリーニングや疾患メカニ
ズムの研究における微小生理システム（MPS）の主要な課題を解決し、NASAの宇宙飛

行研究にも応用される予定です。

公開日 2026年07月15日  Texas A&M University Engineering News  アメリカ



詳細

主要成果

テキサスA&M大学の研究チームは、アコーディオンの伸縮機構に着想を得た、画期的
な自動流体灌流デバイスを開発しました。この技術は、ラボオンチップおよび臓器モデ
リング技術の分野に革命をもたらし、特に微小生理システム（MPS）における主要な課
題であった生体内血流の正確な再現を可能にします。これにより、動物実験を大幅に削
減または代替できる新たなプラットフォームが提供され、疾病モデルの精度向上や薬物
スクリーニングの効率化が期待されます。本技術はすでに特許出願中であり、NASAか
らもヒト宇宙飛行研究への応用で支援を受けています。

技術・臨床詳細

アコーディオン着想の機構: このデバイスは、アコーディオンの蛇腹状構造からヒン
トを得て、柔軟かつ精密に流体を供給・吸引する機構を備えています。これにより、
MPS内でヒトの心臓の拍動によって生じる複雑な血流波形（拍動流、剪断応力）を、
高い忠実度で再現することが可能です。従来のポンプシステムでは困難だった、生体
内の動的な環境を模倣する能力が大きく向上しました。

臓器モデリングの精度向上: 正確な血流の再現は、血管内皮細胞の機能、薬物動態、
疾患進行メカニズム（例: 動脈硬化、血栓形成）の研究において極めて重要です。こ
のデバイスは、より生理学的に関連性の高い環境をチップ上で提供することで、イン
ビトロ実験の信頼性を高め、インビボの結果との相関性を向上させます。

多臓器連携モデルへの応用: 単一臓器モデルだけでなく、複数の臓器オンチップシス
テムを連携させる際の共通の血流環境提供にも寄与します。これにより、薬物の全身
作用や、多臓器間の相互作用をより包括的に研究できるようになります。

NASAからの支援: NASAは、微重力環境がヒトの生理機能に与える影響を研究するた
めに、このデバイスの潜在能力を評価し、宇宙飛行における健康リスクの軽減や対抗
策の開発への応用を期待しています。これは、技術の堅牢性と汎用性を示すもので
す。



背景・業界文脈

薬物開発における動物実験の倫理的・コスト的問題、およびそのヒトへの外挿性の限界
は長年の課題でした。微小生理システム（MPS）、通称「臓器オンチップ」技術は、ヒ
トの臓器機能をチップ上で再現することで、これらの課題を克服する次世代ツールとし
て期待されています。しかし、MPSの生理学的関連性を高めるためには、生体内の複雑
な微小環境、特に血流ダイナミクスを正確に模倣することが不可欠でした。本研究は、
このボトルネックを技術的に解決するものであり、動物実験代替法の開発を大きく前進
させます。

今後の展望

この自動流体灌流デバイスは、個別化医療に向けた薬物スクリーニング、毒性試験、お
よび新たな疾患メカニズムの発見を加速させる可能性を秘めています。特許取得と商業
化が進めば、製薬業界やバイオテクノロジー企業にとって不可欠なツールとなるでしょ
う。さらに、NASAとの連携により、宇宙生物学や宇宙医学分野における新たな研究機
会が創出されることも期待されます。将来的には、より複雑な生体機能を再現する多臓
器オンチップシステムへの統合が進み、ヒトの生理機能をより網羅的に解析可能な究極
の「ヒューマンオンチップ」システムの実現に貢献するでしょう。

元記事: https://engineering.tamu.edu/news/2026/07/25-year-disease-modeling-breakthrough-inspired-

by-accordionist.html

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://engineering.tamu.edu/news/2026/07/25-year-disease-modeling-breakthrough-inspired-by-accordionist.html
https://engineering.tamu.edu/news/2026/07/25-year-disease-modeling-breakthrough-inspired-by-accordionist.html


#22 非侵襲的口腔がん早期検出へ：グラフェン支援型フォ
トニック結晶MID-IRバイオセンサーの設計が有望

概要

Scientific Reportsに発表された研究は、非侵襲的な口腔がん早期検出に向けたグラフェ
ン支援型1次元（1D）欠陥モードフォトニック結晶バイオセンサーの新しい設計を提
案しました。この理論的なセンサーは、中赤外（MID-IR）領域で動作し、口腔組織の

わずかな屈折率変化を検出して、健康な組織と悪性病変を区別します。0.0104 RIUと
いう低い検出限界で高感度を示し、小型でラベルフリーの早期がん診断システムへの
応用が期待されます。

公開日 2026年07月13日  AZoSensors  不明



詳細

主要成果

『Scientific Reports』に掲載された研究論文で、口腔がんの非侵襲的早期検出に向けた
革新的なグラフェン支援型1次元（1D）欠陥モードフォトニック結晶バイオセンサーの
設計が提案されました。この理論的モデルは、中赤外（MID-IR）スペクトル領域で動作
し、口腔組織の微細な屈折率変化を高感度で捉えることで、健康な組織と悪性病変を正
確に区別できる可能性を示しました。0.0104 RIU（屈折率単位）という非常に低い検出
限界を達成しており、小型でラベルフリーの診断システムとしての実用化が期待されま
す。

技術・臨床詳細

グラフェン支援型フォトニック結晶: このバイオセンサーは、グラフェンの優れた電
気的・光学的特性と、フォトニック結晶の光閉じ込め効果を組み合わせています。フ
ォトニック結晶は特定の波長の光を閉じ込めることができ、その中にグラフェンを組
み込むことで、バイオマーカーによるわずかな光学特性の変化を増幅させることがで
きます。

中赤外（MID-IR）スペクトル領域: センサーは中赤外領域の光を使用します。この領
域の光は、生体分子の固有振動と共鳴するため、特定の分子種（がん細胞に関連する
生体分子など）の存在や濃度変化に非常に敏感です。これにより、ラベル化なしで直
接的な検出が可能になります。

欠陥モードの利用: フォトニック結晶内の欠陥層を利用することで、特定の波長の光
を狭い領域に強く閉じ込める「欠陥モード」が生成されます。この欠陥モードの共鳴
周波数が、周囲の屈折率変化に極めて敏感に応答するため、高い検出感度を実現しま
す。

非侵襲的検出: 提案されているセンサーは、口腔組織に直接接触させるか、あるいは
体液（唾液など）を用いて非侵襲的に口腔がんを検出することを想定しています。こ
れにより、痛みや不快感を伴う生検の必要性を減らし、患者の負担を軽減できます。

検出限界（LOD）と感度: 研究では、0.0104 RIUという非常に低い検出限界を達成
し、高い感度（S=9600 nm/RIU）を示しました。これは、口腔がんの初期段階で生
じる微細な生化学的変化を捉えるのに十分な性能を示唆しています。



背景・業界文脈

口腔がんは、早期発見と早期治療が予後を大きく左右する疾患ですが、初期段階では自
覚症状が乏しく、発見が遅れることが多いのが現状です。既存の診断法は、視診、触
診、生検などが主であり、特に生検は侵襲的です。そのため、非侵襲的かつ高感度で、
より早期にがんを検出できる診断技術の開発が強く求められていました。光ベースのバ
イオセンサーは、その非侵襲性とリアルタイム検出能力から、がん診断の次世代技術と
して注目されています。グラフェンやフォトニック結晶といった新素材・新構造の導入
は、この分野の性能を飛躍的に向上させる可能性を秘めています。

今後の展望

このグラフェン支援型MID-IRバイオセンサーの理論的設計は非常に有望であり、プロト
タイプ開発と臨床検証が次のステップとなります。もし実用化されれば、歯科医院や一
般クリニックでのスクリーニングツールとして、口腔がんの早期発見率を向上させ、患
者の生存率改善に大きく貢献する可能性があります。また、このプラットフォーム技術
は、口腔がん以外の様々な疾患のバイオマーカー検出にも応用可能であり、光ベースの
診断技術全体の進歩を牽引することが期待されます。将来的には、ウェアラブルデバイ
スやハンドヘルドデバイスへの統合により、より手軽でアクセスしやすい診断ソリュー
ションの実現が視野に入ります。

元記事: https://www.azosensors.com/news.aspx?newsID=17882

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.azosensors.com/news.aspx?newsID=17882


#23 韓国・ハンバット国立大学、AIで水質毒素マイクロシ
スチンのバイオセンサー校正精度を向上

概要

ハンバット国立大学とセントラルフロリダ大学の研究者が、淡水中のマイクロシスチ
ン毒素（MC-LR）を監視するポータブルスクリーン印刷炭素電極バイオセンサーの校
正精度を向上させる機械学習フレームワークを開発しました。電気インピーダンス、

導電率、pH、UV吸収などの水質パラメーターを組み込むことで、AIモデルはオンサイ
トでの毒素検出精度を大幅に向上させました。このフレームワークは、反復的なサン
プル固有の校正の必要性を減らし、時間、労力、センサー消費を削減し、環境モニタ

リングの効率を高めます。

公開日 2026年07月10日  PR Newswire (Hanbat National University)  韓国



詳細

主要成果

韓国のハンバット国立大学と米国のセントラルフロリダ大学の研究チームが、機械学習
（ML）を活用して、淡水中のマイクロシスチン-リシン-アルギニン（MC-LR）毒素を監
視するポータブルスクリーン印刷炭素電極（SPCE）バイオセンサーの校正精度を大幅に
向上させるフレームワークを開発しました。この革新的なアプローチは、水質パラメー
ター（電気インピーダンス、導電率、pH、UV吸収）をAIモデルに統合することで、現
場での毒素検出の信頼性を高めました。これにより、頻繁な校正の必要性が減り、時間
とコストが削減され、環境モニタリングの効率が向上します。

技術・臨床詳細

対象毒素とバイオセンサー: 本研究は、淡水域で問題となる有毒なシアノバクテリア
（藍藻）によって産生されるマイクロシスチン毒素、特にMC-LRに焦点を当てていま
す。これの検出には、安価で携帯性に優れるSPCEバイオセンサーが用いられます。
SPCEは、表面に特異的な認識分子（例えば抗体や酵素）を固定することで、特定の
標的物質を電気化学的に検出する原理に基づいています。

機械学習フレームワーク: 従来のバイオセンサーは、環境条件の変化によって校正が
ずれるという課題がありました。研究チームは、この課題を解決するために機械学習
モデルを導入しました。開発されたAIモデルは、SPCEバイオセンサーからの電気化
学信号だけでなく、水温、pH、導電率、総溶解固形物（TDS）、UV吸収などの複数
の水質補助パラメーターも入力として取り込みます。

校正精度の向上: AIモデルはこれらの複数データを複合的に分析し、バイオセンサー
の応答と実際のMC-LR濃度との間の複雑な非線形関係を学習します。その結果、従来
の手法と比較して、環境要因による誤差を補正し、MC-LRの検出精度を大幅に向上さ
せることができました。これにより、多様な現場環境においても信頼性の高いデータ
を得ることが可能になります。

効率性とコスト削減: サンプルごとに校正を行う必要性が減るため、測定プロセスの
簡素化と迅速化が実現します。また、試薬やセンサーの消費量も削減されるため、運
用コストの低減にも繋がります。



背景・業界文脈

マイクロシスチンは、世界中の淡水湖や貯水池で頻繁に発生する有害な藻類ブルーム
（HABs）によって産生され、ヒトや動物の健康に深刻な影響を及ぼす可能性がありま
す。飲料水源の汚染は公衆衛生上の大きな懸念事項であり、迅速かつ正確な監視システ
ムが不可欠です。しかし、遠隔地や広範囲のモニタリングでは、専門的なラボ分析は時
間とコストがかかります。携帯型バイオセンサーは現場での迅速検出の可能性を提供し
ますが、環境変動による精度の問題が課題でした。AI/ML技術の統合は、この課題を克
服し、環境モニタリングのパラダイムを大きく変えるものです。

今後の展望

この機械学習フレームワークは、MC-LR毒素監視だけでなく、他の環境汚染物質（重金
属、農薬、他の藻類毒素など）を検出するバイオセンサーにも応用可能です。将来的に
は、スマートセンサーネットワークやIoTデバイスに組み込まれ、リアルタイムかつ広
範囲にわたる自動環境モニタリングシステムの中核を担うことが期待されます。これに
より、水資源の安全性が向上し、公衆衛生の保護、および生態系の保全に大きく貢献す
るでしょう。AIによる自己校正機能のさらなる発展は、メンテナンスフリーで長期間運
用可能な次世代の環境センサーの実現を加速させます。

元記事: https://www.prnewswire.com/news-releases/hanbat-national-university-study-advances-

machine-learning-calibration-of-biosensors-for-microcystin-toxin-monitoring-in-freshwater-

302300062.html

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.prnewswire.com/news-releases/hanbat-national-university-study-advances-machine-learning-calibration-of-biosensors-for-microcystin-toxin-monitoring-in-freshwater-302300062.html
https://www.prnewswire.com/news-releases/hanbat-national-university-study-advances-machine-learning-calibration-of-biosensors-for-microcystin-toxin-monitoring-in-freshwater-302300062.html
https://www.prnewswire.com/news-releases/hanbat-national-university-study-advances-machine-learning-calibration-of-biosensors-for-microcystin-toxin-monitoring-in-freshwater-302300062.html


#24 イリノイ大学、POC分子診断技術が腫瘍学のパラダイ
ムを変革する可能性を提唱

概要

イリノイ大学のがんセンター（CCIL）の研究者らが、主要ジャーナル『Lab on a

Chip』で、ポイントオブケア（POC）分子診断技術が腫瘍学を大きく変革する可能性
について解説したレビュー論文を発表しました。この論文は、POC技術がより迅速で

アクセスしやすい結果を患者の近くで提供することで、がんの検出、治療選択、効果
モニタリングを劇的に改善する可能性を強調しています。特に、カニンガムの研究室
で開発された口腔がんの液体生検POC技術は、15分未満で結果を出力できると紹介さ

れています。

公開日 2026年07月13日  Cancer Center at Illinois  アメリカ



詳細

主要成果

イリノイ大学がんセンター（CCIL）の研究者らが、『Lab on a Chip』誌に掲載された多
施設共同レビュー論文を通じて、腫瘍学におけるポイントオブケア（POC）分子診断技
術の重要性と変革の可能性を提唱しました。この論文は、POC診断が患者のそばで迅速
かつ容易に結果を提供することで、がんの早期検出、個別化された治療法の選択、そし
て治療効果のリアルタイムモニタリングを劇的に改善すると強調しています。特に、カ
ニンガム教授の研究室で開発された口腔がんの液体生検POC技術は、15分未満で診断結
果を提供できる画期的な性能を示しています。

技術・臨床詳細

POC分子診断のメリット: 従来の分子診断は、専門的な中央検査室での処理が必要で
あり、結果が出るまでに数日かかることが一般的でした。POC分子診断は、検体採取
から結果出力までを患者の近くで行うことができるため、診断から治療開始までの時
間を大幅に短縮し、迅速な臨床判断を可能にします。これは、がんのような進行性疾
患において特に重要です。

液体生検との融合: 液体生検は、血液や唾液などの体液サンプルからがん細胞由来の
DNAやRNA、タンパク質などのバイオマーカーを検出する非侵襲的な方法です。
POC技術と液体生検を組み合わせることで、侵襲的な組織生検の必要性を減らし、患
者の負担を軽減しつつ、より頻繁なモニタリングが可能になります。

カニンガム研究室の口腔がんPOC技術: CCILのカニンガム教授の研究室で開発された
口腔がんPOC技術は、唾液サンプルからがん関連バイオマーカーを検出し、15分未
満で結果を提示できる超高速診断システムです。これは、特にスクリーニングや初期
段階での診断において、従来の診断プロセスを劇的に効率化する可能性を秘めていま
す。

多施設共同研究の意義: このレビュー論文は、複数の研究機関の専門知識とデータを
統合したものであり、POC分子診断技術の科学的根拠と臨床的有用性に対する広範な
合意を反映しています。これにより、この技術の実用化に向けた道筋がより明確にな
ります。



背景・業界文脈

がん治療は、個別化医療の進展により、患者ごとの遺伝子プロファイルやバイオマーカ
ーに基づいた精密な診断と治療選択が不可欠となっています。しかし、従来の診断ワー
クフローでは、結果待ちの時間が治療の遅延につながるケースも少なくありませんでし
た。POC分子診断技術は、このボトルネックを解消し、医療提供者が患者の診療中に迅
速に分子レベルの情報に基づいて意思決定を行えるようにすることで、がんケアの質を
向上させる可能性を秘めています。これは、特にリソースが限られた地域や、がんスク
リーニングのアクセスを改善する上で大きな意味を持ちます。

今後の展望

POC分子診断技術は、がんのスクリーニング、早期診断、治療効果モニタリング、およ
び再発監視において、今後中心的な役割を果たすと期待されています。将来的には、よ
り多様なバイオマーカーに対応するマルチプレックス検出能力や、AIと組み合わせたデ
ータ解析機能の強化が進むでしょう。これにより、がん患者へのより迅速で的確なケア
提供が可能となり、最終的には患者の生存率と生活の質の大幅な改善に貢献することが
見込まれます。規制当局もPOCデバイスの承認プロセスを合理化し始めており、市場投
入が加速する可能性があります。

元記事: https://cancer.illinois.edu/news/2026/07/13/paradigm-shift-in-oncology-ccil-lab-pioneers-multi-

institutional-publication-on-critical-emergence-of-point-of-care-diagnostic-technology/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://cancer.illinois.edu/news/2026/07/13/paradigm-shift-in-oncology-ccil-lab-pioneers-multi-institutional-publication-on-critical-emergence-of-point-of-care-diagnostic-technology/
https://cancer.illinois.edu/news/2026/07/13/paradigm-shift-in-oncology-ccil-lab-pioneers-multi-institutional-publication-on-critical-emergence-of-point-of-care-diagnostic-technology/


#25 ワイヤレスウェアラブルバイオセンサーの現状と展
望：リアルタイム健康モニタリングを可能に

概要

本記事は、ワイヤレスかつバッテリーフリーのウェアラブルバイオセンサーがリアル
タイム健康モニタリングを可能にする進展を解説しています。これらのデバイスは、
汗、唾液、涙、間質液中のグルコース、乳酸、電解質、コルチゾールなどの生理的信

号やバイオマーカーを追跡します。早期疾病検出や通院回数削減などの利点がある一
方で、規制承認、長期安定性、生体適合性、データプライバシー、校正などの課題が
依然として残されています。

公開日 2026年07月10日  AZoLifeSciences  不明



詳細

主要成果

ワイヤレスかつバッテリーフリーのウェアラブルバイオセンサーは、リアルタイム健康
モニタリングの分野で急速な進歩を遂げています。これらのデバイスは、汗、唾液、
涙、間質液といった体液中のグルコース、乳酸、電解質、コルチゾールなどの生理的信
号やバイオマーカーを連続的に追跡する能力を持ちます。これにより、早期疾病検出、
個別化医療の推進、医療費の削減、そして通院回数の減少といった多大なメリットが期
待されています。

技術・臨床詳細

検知メカニズムと対象バイオマーカー: ウェアラブルバイオセンサーは、酵素電極、
免疫センサー、光学センサー、圧電センサーなど、様々な原理を用いています。例え
ば、グルコースセンサーは酵素と電気化学反応を利用して血糖値を測定し、汗センサ
ーは特定の化学物質に反応する感応層を通じて電解質濃度を検出します。主な対象バ
イオマーカーは以下の通りです。

グルコース: 糖尿病患者の血糖管理、非糖尿病者の代謝モニタリング。Dexcomな
どのCGMが代表的です。

乳酸: スポーツパフォーマンスの最適化、敗血症などの臨床状態モニタリング。

電解質（Na+, K+, Cl-など）: 脱水状態、腎機能、心臓機能の評価。

コルチゾール: ストレスレベルの評価、内分泌疾患の診断。

pH、体温、心拍数: 全体的な健康状態と生理的ストレスのモニタリング。

ワイヤレス・バッテリーフリー技術: 近年、エネルギーハーベスティング（熱、運
動、RFエネルギーなど）や無線電力伝送技術の進歩により、バッテリーフリーのワ
イヤレスセンサーが実現可能になっています。これにより、デバイスの小型化、軽量
化、そして長期間の自律運用が可能となり、ユーザーの負担を軽減します。

素材の進化: 柔軟なポリマー、グラフェン、金属ナノ粒子などの新素材が、皮膚への
適合性が高く、生体適合性に優れたウェアラブルデバイスの開発を可能にしていま
す。これらの素材は、センサーの感度と安定性を向上させる上でも重要です。



背景・業界文脈

現代社会では、慢性疾患の増加、医療費の高騰、そして健康意識の高まりが、予防医療
と個別化医療の重要性を強調しています。ウェアラブルバイオセンサーは、これらのニ
ーズに応える強力なツールとして位置付けられています。特に、COVID-19パンデミッ
ク以降、遠隔医療と自宅での健康モニタリングの需要が飛躍的に高まり、ウェアラブル
技術への投資と研究開発が加速しています。大手テクノロジー企業（Apple, Samsungな
ど）や医療機器メーカー（Dexcom, Abbottなど）がこの分野に積極的に参入しており、
市場は急速に成長しています。

今後の展望

ウェアラブルバイオセンサーの未来は非常に有望ですが、克服すべき課題も多く存在し
ます。主な課題は、規制当局（FDAなど）による承認プロセスの標準化、デバイスの長
期的な安定性と再現性の確保、生体適合性のさらなる向上、取得される大量の生体デー
タのプライバシー保護とセキュリティ、そして臨床的に意味のある正確な校正方法の確
立です。これらの課題が解決されるにつれて、ウェアラブルバイオセンサーは、フィッ
トネス愛好家から慢性疾患患者、さらには一般の人々まで、より幅広い層に普及し、健
康管理のあり方を根本的に変える可能性があります。AIと機械学習の統合により、デー
タ解析能力が向上し、個々人に最適化された健康ガイダンスの提供が期待されます。

元記事: https://www.azolifesciences.com/article/Wireless-Wearable-Biosensors-for-Real-Time-Health-

Monitoring.aspx

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.azolifesciences.com/article/Wireless-Wearable-Biosensors-for-Real-Time-Health-Monitoring.aspx
https://www.azolifesciences.com/article/Wireless-Wearable-Biosensors-for-Real-Time-Health-Monitoring.aspx


#26 ウェアラブルセンサーの進歩と課題：非侵襲的モニタ
リングとAI統合が健康管理を革新

概要

この大規模レビューでは、健康モニタリング用のウェアラブル（バイオ）センサーの
最先端技術が探求されており、汗、唾液、間質液などの体液を非侵襲的または最小限
の侵襲で連続的に測定することへの移行が強調されています。特に、マイクロニード

ル型グルコースセンサーの進歩と、分析性能向上および大量データ管理のための人工
知能（AI）および機械学習の統合が注目されています。レビューでは、広範な普及に
向けたビジネス、規制、倫理的課題も包括的に議論されています。

公開日 2026年07月16日  ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

本レビュー論文は、健康モニタリング用ウェアラブル（バイオ）センサーの最先端技術
を包括的に分析し、体液（汗、唾液、間質液など）を非侵襲的または最小限の侵襲で連
続的に測定するトレンドが加速していることを強調しています。特に、マイクロニード
ル技術を用いたグルコースセンサーの飛躍的な進歩と、センサーデータを解析し、分析
性能を向上させ、膨大なデータを管理するために人工知能（AI）と機械学習（ML）を
統合する重要性が浮き彫りになっています。これにより、個別化されたリアルタイムの
健康情報が手軽に得られる未来が現実味を帯びてきています。

技術・臨床詳細

体液ベースの非侵襲モニタリング: 従来の血液検査に代わり、汗、唾液、涙、間質液
などの体液から様々なバイオマーカー（グルコース、乳酸、電解質、コルチゾール、
アルコールなど）を検出する技術が進化しています。これにより、ユーザーの負担を
大幅に軽減し、より自然な形で連続的なデータ収集が可能になります。

マイクロニードル型グルコースセンサー: 極めて細い針状の構造を持つマイクロニー
ドルは、皮膚の最外層を通過するだけで、痛みなく間質液中のグルコースを測定でき
ます。これは従来の採血型グルコース測定や皮下埋め込み型CGMに比べて、侵襲性
を大幅に低減し、患者の受け入れやすさを向上させます。DexcomやAbbottといった
企業がこの技術をリードしています。

AI/MLによるデータ解析: ウェアラブルセンサーから生成される膨大なデータは、AI

と機械学習アルゴリズムによって解析されます。これにより、ノイズ除去、パターン
認識、異常検知、将来の健康状態の予測などが可能になります。例えば、AIは血糖値
の変動パターンから食事や運動の影響を学習し、個別化されたアドバイスを提供でき
ます。

材料科学の進歩: 柔軟な導電性素材（グラフェン、銀ナノワイヤーなど）、高分子基
板、生体適合性材料の開発が、快適で耐久性のあるウェアラブルセンサーの実現を可
能にしています。これにより、センサーの皮膚への密着性や信号伝達の安定性が向上
しています。



背景・業界文脈

慢性疾患の蔓延と高齢化社会の進展は、医療システムに大きな負担をかけています。こ
の状況において、ウェアラブルセンサーは予防医療、早期診断、疾患管理において中心
的な役割を果たすことが期待されています。特に、スマートフォンやクラウドコンピュ
ーティングの普及と相まって、リアルタイムでパーソナルな健康データを収集・分析で
きる能力は、個別化医療の実現に向けた強力な推進力となっています。しかし、このよ
うな技術の導入には、データの正確性、プライバシー保護、サイバーセキュリティ、そ
して規制当局による承認プロセスという、多岐にわたる課題が伴います。

今後の展望

ウェアラブルセンサー技術は、今後も急速な進化を続けるでしょう。将来的には、より
多くのバイオマーカーを同時に、かつ高精度で測定できるマルチプレックスセンサーが
普及する可能性があります。また、AIと機械学習のさらなる統合により、センサーは単
なるデータ収集装置ではなく、個人の健康状態を深く理解し、病気のリスクを予測し、
予防的な介入を推奨するインテリジェントな健康コーチへと進化するでしょう。ただ
し、広範な普及のためには、データの標準化、相互運用性、そして世界各国の異なる規
制要件への対応が不可欠です。これらの課題を克服することで、ウェアラブルセンサー
は、健康管理の未来を再定義する可能性を秘めています。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsnano.6b02604

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsnano.6b02604


#27 メドトロニックがInstinctセンサーを導入し、
MiniMed 780Gシステムをタイプ2糖尿病へ拡大、FDA承
認を獲得

概要

Medtronicは、糖尿病センサーポートフォリオに新たなInstinctセンサーを導入し、

Simplera Sync™とGuardian™ 4センサーを補完しました。同社はさらに、MiniMed™

780GシステムとInstinctセンサーの統合に関する米国FDAの承認、およびMiniMed™

780Gのタイプ2糖尿病患者への使用承認という、二つの重要な規制マイルストーンを

達成しました。これらの進展は、よりパーソナライズされた糖尿病ケアを提供し、よ
り広範な患者層に対する管理を簡素化することを目的としています。

公開日 2026年07月14日  Simply Wall St  アメリカ



詳細

主要成果

Medtronicは、糖尿病患者向けのセンサーポートフォリオをさらに強化し、Instinctセン
サーを新たに市場に投入しました。これは、既存のSimplera Sync™とGuardian™ 4セン
サーを補完するものです。同時に、同社は米国食品医薬品局（FDA）から二つの重要な
規制承認を獲得しました。一つは、MiniMed™ 780GシステムとInstinctセンサーの統合
承認、もう一つはMiniMed™ 780Gシステムがタイプ2糖尿病患者にも使用可能となる承
認です。これらの承認は、メドトロニックが提供する糖尿病ケアソリューションをより
パーソナライズし、より多くの患者層に利用しやすくすることを目的としています。

技術・臨床詳細

Instinctセンサーの導入: Instinctセンサーは、Abbott社が製造したものであり、
Medtronicの糖尿病管理エコシステムに統合されます。この戦略的パートナーシップ
により、Medtronicは顧客に多様なセンサーオプションを提供し、個々の患者のニー
ズや好みに合わせた選択肢を増やします。Instinctセンサーの具体的な技術特性（例:

装着期間、MARD値など）は現時点では詳細が不明ですが、既存のDexcom G7や
FreeStyle Libreのような競合製品と同等かそれ以上の性能が期待されます。

MiniMed™ 780GとInstinctセンサーの統合承認: MiniMed™ 780Gシステムは、高度
なハイブリッドクローズドループシステムであり、リアルタイムCGMデータに基づ
いてインスリン投与を自動調整します。Instinctセンサーとの統合承認は、このシス
テムが異なるメーカーのセンサーデータとも連携し、より柔軟な運用が可能になるこ
とを意味します。これにより、患者は自身のライフスタイルや身体的条件に最も適し
たセンサーを選択できるようになります。

MiniMed™ 780Gのタイプ2糖尿病への拡大: これまで主にタイプ1糖尿病患者を対象
としていたMiniMed™ 780Gシステムが、タイプ2糖尿病患者にも使用可能となったこ
とは画期的な進展です。タイプ2糖尿病は患者数が圧倒的に多く、その管理には複雑
な課題が伴います。この承認により、Medtronicは巨大な未開拓市場に参入し、より
多くの患者に高度な自動インスリン供給（AID）技術を提供できるようになります。
臨床試験では、タイプ2糖尿病患者におけるHbA1cの有意な改善と、低血糖・高血糖
リスクの低減が示されたと推測されます。



パーソナライズされたケア: これらの進展は、糖尿病管理を「ワンサイズフィットオ
ール」から、患者個々の状況に合わせた「パーソナライズされた」ケアへと移行させ
るものです。センサー選択の柔軟性と、タイプ2糖尿病への対応拡大は、患者のエン
パワーメントを促進し、治療のコンプライアンス向上に貢献します。

背景・業界文脈

糖尿病市場は、患者数の増加と技術革新により急速に拡大しており、特に自動インスリ
ン供給（AID）システムと持続血糖モニタリング（CGM）は、この分野の中心的なドラ
イバーとなっています。Medtronicは長年にわたり、この市場の主要プレイヤーであ
り、継続的な製品開発と規制承認を通じて、そのリーダーシップを維持しようとしてい
ます。競合他社であるDexcomやAbbottも積極的に製品を改良し、市場シェアを獲得し
ています。このような競争環境の中で、Medtronicの今回の承認は、同社の製品ライン
ナップの競争力を高め、市場における地位をさらに強固にするものです。

今後の展望

Medtronicのこれらの戦略的進展は、糖尿病管理の未来を形作る上で重要な意味を持ち
ます。Instinctセンサーの統合は、将来的により多様な外部センサーとの連携を可能にす
る道を開く可能性があります。また、MiniMed™ 780Gシステムのタイプ2糖尿病への拡
大は、メドトロニックの売上成長に大きく貢献すると予想されます。今後は、これらの
技術の普及とともに、データ解析のAI化や、よりシームレスなデジタルヘルスエコシス
テムへの統合が進み、糖尿病患者の生活の質をさらに向上させるための革新が加速する
でしょう。

元記事: https://simplywall.st/stocks/us/pharmaceuticals-biotech/nyse-mdt/medtronic/news/medtronic-

nysemdt-stock-forecast-analyst-predictions

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://simplywall.st/stocks/us/pharmaceuticals-biotech/nyse-mdt/medtronic/news/medtronic-nysemdt-stock-forecast-analyst-predictions
https://simplywall.st/stocks/us/pharmaceuticals-biotech/nyse-mdt/medtronic/news/medtronic-nysemdt-stock-forecast-analyst-predictions


#28 Raphas社CEO、マイクロニードル技術をウェアラブ
ル診断パッチ市場へ拡大し、世界標準プラットフォームを
目指す

概要

Raphas Co., Ltd.のクォン・ユリCEOは、同社のマイクロニードル技術を世界標準の生

産プラットフォームとして確立し、遠隔医療およびウェアラブル診断パッチ市場への
拡大を目指しています。村田製作所との協業により、これらのパッチ用の生体接触部
品および製剤の開発と量産に注力。同技術は、薬物浸透と作用持続時間の改善を目的

としており、化粧品分野だけでなく、肥満や糖尿病などの医薬品分野における精密な
有効成分送達への道を拓きます。

公開日 2026年07月16日  EDAILY  韓国



詳細

主要成果

Raphas Co., Ltd.のCEOであるクォン・ユリ氏は、同社のマイクロニードル技術をグロー
バルスタンダードな生産プラットフォームとして位置づけ、特に遠隔医療やウェアラブ
ル診断パッチといった新たな市場への展開を強化する方針を表明しました。この戦略の
一環として、Raphasは村田製作所との協業を通じて、これらの次世代パッチに不可欠な
生体接触部品および製剤の開発と量産に注力しています。同技術は、薬物送達効率と作
用持続時間の向上を目指しており、その応用範囲は従来の美容分野を超え、肥満や糖尿
病治療など、正確な有効成分の定量送達が求められる医薬品分野にまで拡大すると期待
されています。

技術・臨床詳細

マイクロニードル技術の優位性: Raphasが開発するマイクロニードルは、微細な針が
皮膚の最外層（角質層）のみを通過し、痛みなく有効成分を効率的に皮膚内に送達し
ます。これにより、注射による痛みや、経皮吸収パッチの浸透効率の限界といった従
来の課題を解決します。診断パッチとしては、間質液からのバイオマーカーサンプリ
ングや、センサーとの一体化による生体情報の連続モニタリングに応用可能です。

ウェアラブル診断パッチへの応用: 診断パッチとして、マイクロニードルは体液（間
質液など）からの微量サンプルを収集し、特定のバイオマーカー（例: 血糖値、乳
酸、電解質、薬剤濃度）をリアルタイムで検出するためのプラットフォームとして機
能します。これは、非侵襲的または最小限の侵襲性で、患者の身体的な負担を大幅に
軽減しながら、連続的な健康状態モニタリングを可能にします。

村田製作所との協業: 村田製作所は、高度な電子部品製造技術と材料技術を持つグロ
ーバルリーダーです。Raphasとの協業は、マイクロニードルパッチのセンサー部分
やデータ送受信モジュールといった生体接触部品の高精度化・量産化を可能にし、製
品の信頼性と市場競争力を高めます。

医薬品分野への拡大: 美容パッチでの成功経験を基盤に、Raphasはマイクロニードル
を肥満治療薬や糖尿病治療薬などの医薬品送達システムへと応用することを目指して
います。特に、経口投与が難しい生物学的製剤や、持続的な血中濃度維持が必要な薬
剤において、マイクロニードルによる精密かつ制御された送達は大きなアドバンテー
ジとなります。これにより、患者の服薬遵守率向上や治療効果の最大化が期待されま
す。



背景・業界文脈

近年、遠隔医療、個別化医療、予防医療への関心の高まりとともに、ウェアラブル医療
機器や非侵襲的・最小侵襲的診断・治療技術の需要が急速に拡大しています。特に、在
宅での健康モニタリングや自己管理型治療の重要性が増しており、マイクロニードル技
術は、これらのトレンドに対応する有望なソリューションとして注目されています。韓
国は、バイオテクノロジーとデジタルヘルスの分野で急速に発展しており、Raphasのよ
うな企業の躍進は、国内産業の国際競争力を高めるものとして期待されています。

今後の展望

Raphasは、マイクロニードル技術を多様な診断・治療分野に応用することで、グローバ
ル市場でのリーダーシップを確立することを目指しています。村田製作所との協業は、
量産体制の構築と製品の高度化を加速させ、ウェアラブル診断パッチ市場において重要
な役割を果たすでしょう。将来的には、AIとの統合によるデータ解析機能の強化や、よ
り複雑なバイオマーカー検出、あるいは薬物送達とモニタリングを一体化した「スマー
トパッチ」の開発へと進化する可能性があります。これにより、患者のQoL向上と医療
コスト削減に大きく貢献することが期待されます。

元記事: https://www.edaily.co.kr/news/read?

newsId=01626246638890768&mediaCodeNo=257&OutLnkChk=Y

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.edaily.co.kr/news/read?newsId=01626246638890768&mediaCodeNo=257&OutLnkChk=Y
https://www.edaily.co.kr/news/read?newsId=01626246638890768&mediaCodeNo=257&OutLnkChk=Y


#29 AIがオルガンオンチップおよびオルガノイドオンチッ
プ技術を強化、薬物スクリーニングを加速する新潮流

概要

『Lab on a Chip』に掲載された新しい論文は、人工知能（AI）がオルガンオンチップ
およびオルガノイドオンチップ技術を強化し、薬物スクリーニングを加速させる役割
に焦点を当てています。AIは、これらの複雑な生物学的モデルから生成される高コン

テンツイメージング、センサー、分子データ処理に活用され、再現性があり薬理学的
に解釈可能な結果へと変換する課題に対処します。この統合は、創薬開発におけるヒ
ト関連モデルの有用性を大幅に高めることを目的としています。

公開日 2026年07月15日  Lab on a Chip (Royal Society of Chemistry)  イギリス



詳細

主要成果

『Lab on a Chip』（英国王立化学会）に掲載された最新論文が、創薬スクリーニングに
おけるオルガンオンチップおよびオルガノイドオンチップ技術に、人工知能（AI）を組
み込むことの重要性を強調しています。この統合により、これらの複雑な生体モデルが
生成する膨大な高コンテンツイメージング、センサー、分子データからの情報抽出と解
釈が劇的に改善されます。AIは、これらのデータが再現性があり、薬理学的に意味のあ
る結果へと効率的に変換されるための鍵となり、創薬開発プロセスにおけるヒト関連モ
デルの活用を大幅に加速させることが期待されます。

技術・臨床詳細

オルガンオンチップ・オルガノイドオンチップ技術: これらの技術は、微細加工され
たデバイス上でヒトの臓器や組織の微小環境を再現し、生体内の生理機能を模倣する
ものです。薬物スクリーニングにおいて、動物実験では再現が難しいヒト特有の薬物
応答や毒性メカニズムを、より正確に評価することを可能にします。オルガノイド
は、3D培養された自己組織化細胞集合体であり、より複雑な組織構造と機能を示し
ます。

高コンテンツデータ生成: オルガンオンチップおよびオルガノイドオンチップは、リ
アルタイムでの細胞挙動、形態変化、遺伝子発現、タンパク質分泌、代謝物レベルな
ど、多種多様な高コンテンツデータを生成します。これには、光学顕微鏡画像、蛍光
イメージング、電気化学センサーからの信号、遺伝子シーケンスデータなどが含まれ
ます。

AIによるデータ処理と解析: 生成されるデータは量が膨大で複雑なため、人間の手に
よる解析には限界があります。AI（特に深層学習、画像認識、時系列データ解析）
は、これらのデータを自動的に処理し、異常パターンを検出し、隠れた相関関係を特
定する能力に優れています。例えば、AIは、薬物投与後の細胞の形態変化を自動的に
定量化し、毒性の指標と関連付けることができます。

再現性と解釈可能性の向上: AIモデルは、客観的な基準に基づいてデータを解析する
ため、主観性を排除し、異なる実験間での再現性を向上させます。また、複雑なデー
タセットから薬理学的に意味のある「 readout 」を導き出すことで、研究者が薬物
の作用機序や効果をより深く理解するのに役立ちます。



背景・業界文脈

創薬開発は、高いコストと低い成功率が課題となっています。動物実験の結果がヒトに
うまく外挿できないことが一因であり、よりヒトに近い生体モデルの必要性が高まって
いました。オルガンオンチップおよびオルガノイドオンチップ技術は、この課題を解決
する有望なアプローチですが、その潜在能力を最大限に引き出すには、生成される複雑
なデータを効率的に解析する手法が不可欠でした。AIの導入は、この技術的ギャップを
埋め、次世代の創薬プラットフォームとしての地位を確立する上で決定的な役割を果た
すでしょう。製薬業界は、AIとこれらの生体モデルの統合に大きな投資を行っていま
す。

今後の展望

AIとオルガンオンチップ/オルガノイドオンチップ技術の統合は、創薬スクリーニング
の速度と精度を劇的に向上させ、より安全で効果的な新薬の開発を加速させるでしょ
う。将来的には、AIが複数の臓器オンチップを連携させた「ヒューマンオンチップ」シ
ステムを制御し、薬物の全身作用を予測する能力を持つ可能性があります。また、個別
化医療の進展に伴い、患者由来のオルガノイドを用いた薬物スクリーニングにAIが活用
され、最も効果的な治療法を個別特定する時代が来るかもしれません。これにより、創
薬の失敗率が低減し、患者にとってのベネフィットが最大化されることが期待されま
す。

元記事: https://pubs.rsc.org/en/content/articlelanding/2026/lc/d6lc00486g

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.rsc.org/en/content/articlelanding/2026/lc/d6lc00486g


#30 VHIR、IBEC、タフツ大学が連携：マラリア常在地域
での診断を簡易化する紙ベースデバイスを開発

概要

Vall d'Hebron研究機関（VHIR）は、カタルーニャバイオエンジニアリング研究所
（IBEC）およびタフツ大学との共同研究により、資源の限られた地域でのマラリア迅
速診断を支援する新しい紙ベースデバイスを開発しました。この2cm未満の低コスト

デバイスは、寄生虫が存在する赤血球を効率的に溶解する全血サンプル処理を可能に
し、専門的な実験設備や訓練された人材が不足する地域でのマラリア診断の課題を克
服します。

公開日 2026年07月17日  Vall d'Hebron Research Institute (VHIR)  スペイン, アメリカ



詳細

主要成果

スペインのVall d'Hebron研究機関（VHIR）の研究者たちは、カタルーニャバイオエンジ
ニアリング研究所（IBEC）と米国タフツ大学との国際共同研究により、資源の限られた
地域（マラリア常在地域）でのマラリア診断を大幅に簡素化する新しい紙ベースデバイ
スを開発しました。このデバイスは2cm未満の小型で、低コストで製造可能であり、マ
ラリア寄生虫が潜む赤血球を効率的に溶解する全血サンプル前処理機能を備えていま
す。この革新は、専門的な検査機器や訓練された医療従事者が不足する地域における、
マラリア診断の主要な課題を克服するものです。

技術・臨床詳細

紙ベースのマイクロ流体デバイス: 開発されたデバイスは、特殊な処理を施した紙材
料を基盤としたマイクロ流体デバイスです。紙の毛細管現象を利用して少量の全血サ
ンプルを自動的に引き込み、複数のチャネルやチャンバーへと導きます。この簡便な
構造は、製造コストを低く抑え、電力などの外部リソースへの依存を最小限に抑えま
す。

赤血球溶解の最適化: マラリア診断では、寄生虫が赤血球内に存在するため、まず赤
血球を溶解し、寄生虫のDNA、抗原、または酵素を放出させる必要があります。こ
のデバイスには、赤血球を効率的かつ選択的に溶解するための試薬が組み込まれてお
り、サンプルを適切に前処理します。これにより、後続の検出ステップでの偽陰性を
防ぎ、診断精度を向上させます。

全血サンプル対応: 開発されたデバイスは、指先からの少量の全血サンプルを直接使
用できます。これは、採血の簡便性やインフラの制約がある常在地域において、特に
重要な利点です。血液サンプルを遠隔地の検査室に送付する必要がなく、結果を現場
で迅速に得ることができます。

小型化とポータビリティ: 2cm未満という極めて小型なサイズと軽量設計により、こ
のデバイスは持ち運びが容易であり、遠隔地の診療所や野外での医療活動においても
利用可能です。これは、迅速診断の普及にとって不可欠な特性です。

臨床的意義: マラリアの早期かつ正確な診断は、疾病の伝播を抑制し、重症化を防ぐ
上で極めて重要です。このデバイスは、既存の迅速診断キット（RDTs）と比較し
て、特に低寄生虫血症の場合でも検出感度を向上させる可能性があります。



背景・業界文脈

マラリアは、依然として世界中で数億人が罹患し、数十万人が死亡している重大な公衆
衛生問題です。特にサハラ以南のアフリカでは、適切な診断と治療へのアクセスが限ら
れていることが課題となっています。従来の顕微鏡検査は専門知識を要し、迅速診断キ
ット（RDTs）は時に感度に限界があります。このような状況下で、簡便、安価、高感度
なポイントオブケア診断（POCT）ツールの開発は、マラリア撲滅に向けたグローバル
な取り組みにおいて、最優先事項の一つとなっています。バイオエンジニアリングと微
細流体技術の進歩が、この分野に新たな解決策をもたらしています。

今後の展望

この紙ベースデバイスは、マラリア常在地域における診断の質とアクセスを向上させる
大きな可能性を秘めています。次のステップとして、さらなるフィールド試験と大規模
臨床検証が不可欠です。将来的には、このプラットフォームに分子検出技術やAIによる
画像解析などを統合することで、診断精度をさらに高め、薬剤耐性マラリア株の検出能
力を付加することも可能になるでしょう。この技術は、マラリアだけでなく、他の熱帯
病や感染症に対するPOCT診断ツールへの応用も期待され、世界の公衆衛生に広範な影
響を与えることが見込まれます。

元記事: https://www.vhir.org/news/vall-dhebron-researchers-develop-device-facilitate-malaria-

diagnosis-endemic-areas

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.vhir.org/news/vall-dhebron-researchers-develop-device-facilitate-malaria-diagnosis-endemic-areas
https://www.vhir.org/news/vall-dhebron-researchers-develop-device-facilitate-malaria-diagnosis-endemic-areas


#31 Wizbiotech、HbA1c、ビタミンD、フェリチン対応
3in1免疫分析装置で薬局内POCT検査を推進、収益拡大へ

概要

Wizbiotechは、薬局の収益拡大を目指し、HbA1c、ビタミンD、フェリチンを正確に定
量測定できる3in1 POCT免疫分析装置を世界中で展開しています。このソリューション
により、薬局は高収益の健康スクリーニングサービスを提供できるようになり、顧客

を惹きつけ、地域の規制基準にも準拠できます。この取り組みは、病院の行列なしで
迅速かつ信頼性の高いスクリーニングを可能にする、地域ベースの予防医療への転換
を反映しています。

公開日 2026年07月10日  Xiamen Wiz Biotech Co., Ltd.  中国



詳細

主要成果

Xiamen Wiz Biotech Co., Ltd. (Wizbiotech)は、薬局が店内での指先採血によるポイント
オブケア診断（POCT）検査を導入することで、収益源を拡大できるよう、HbA1c、ビ
タミンD、フェリチンを正確に定量測定する3-in-1免疫分析装置を世界市場に展開して
います。この革新的なソリューションは、薬局が新たな高マージンのヘルスケアサービ
スを提供することを可能にし、顧客の来店を促進しつつ、各地域の規制基準にも適合し
ます。これは、地域密着型予防医療への転換を加速し、患者が病院での待ち時間なし
に、迅速で信頼性の高い健康スクリーニングを受けられるようにするものです。

技術・臨床詳細

3-in-1 POCT免疫分析装置: Wizbiotechが提供するこの分析装置は、単一のデバイス
で以下の3つの重要なバイオマーカーを測定できます。

HbA1c（ヘモグロビンA1c）: 糖尿病管理の重要な指標であり、過去2〜3ヶ月の平
均血糖コントロール状態を反映します。糖尿病のスクリーニングや診断、管理に
不可欠です。

ビタミンD: 骨の健康、免疫機能、気分調節に重要な役割を果たす栄養素です。ビ
タミンD欠乏症のスクリーニングは、特に高齢者や日光曝露が少ない人々に推奨さ
れます。

フェリチン: 体内の鉄貯蔵量を反映するタンパク質です。貧血の診断や鉄欠乏症の
モニタリングに用いられます。

これらのバイオマーカーは、指先からの少量の血液サンプルで迅速かつ正確に測定さ
れ、数分で結果が得られます。

定量測定と高精度: 本装置は定性的な検出だけでなく、定量的な測定を提供するた
め、医師や薬剤師は具体的な数値に基づいて診断やアドバイスを行うことができま
す。これにより、よりパーソナライズされた治療計画の策定が可能となります。

ユーザーフレンドリーな設計: 薬局の薬剤師や訓練されたスタッフが容易に操作でき
るよう、直感的なインターフェースと簡便な操作手順が特徴です。特別な専門知識や
複雑な実験室設備は不要であり、設置場所の制約も少ないです。

規制適合性: 各国の医療機器規制（例: CEマーク、FDA承認など）に準拠するよう設計
されており、世界各地の薬局で安心して導入できる基盤が整っています。



背景・業界文脈

世界的に、医療システムの負担増大、慢性疾患の増加、予防医療へのシフトが加速して
います。この中で、薬局は単なる医薬品販売拠点から、地域住民の身近なヘルスケアハ
ブへとその役割を拡大しています。POCT検査は、患者が専門機関に足を運ぶことな
く、地域コミュニティ内で迅速に健康状態を把握できる機会を提供し、疾病の早期発見
と早期介入を促進します。薬局におけるPOCT導入は、患者の利便性向上だけでなく、
薬局自体の収益源の多様化と競争力強化に貢献する戦略的な動きです。

今後の展望

Wizbiotechの3-in-1 POCT免疫分析装置は、薬局のビジネスモデルを刷新し、公衆衛生
への貢献を深める可能性を秘めています。今後、測定可能なバイオマーカーの種類の拡
大や、AIを活用したデータ分析機能の統合により、さらに高度な個別化健康アドバイス
が可能となるでしょう。また、遠隔医療システムとの連携や、保険償還の対象拡大が進
めば、薬局内POCT検査はより広範に普及し、地域医療の中核としての薬局の地位を確
固たるものにすると期待されます。これにより、患者中心の予防医療が加速し、医療費
全体の最適化にも繋がるでしょう。

元記事: https://www.wizbiotech.com/news/product-news/expand-pharmacy-revenue-with-in-store-

fingerstick-poct-testing_a84

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.wizbiotech.com/news/product-news/expand-pharmacy-revenue-with-in-store-fingerstick-poct-testing_a84
https://www.wizbiotech.com/news/product-news/expand-pharmacy-revenue-with-in-store-fingerstick-poct-testing_a84


#32 市販スマートウォッチの健康・運動研究における有効
性と限界、非侵襲的血糖測定の課題

概要

このレビュー論文は、健康および運動研究における市販スマートウォッチ技術の有効
性、限界、および実世界での応用を検証し、より強力な検証とデータ標準化の必要性
を強調しています。特に、スマートウォッチにおける非侵襲的血糖測定技術は依然と

して開発段階にあり、持続血糖モニタリングシステムほどの精度はまだなく、米国
FDAはまだスマートウォッチでの血糖測定を認可していません。精度保証、校正劣
化、有意義な健康意思決定への統合が主要な課題です。

公開日 2026年07月15日  MDPI  スイス



詳細

主要成果

本レビュー論文は、健康および運動パフォーマンス研究における市販スマートウォッチ
技術の有効性、限界、そして現実世界での応用について深く掘り下げています。論文
は、これらのデバイスが提供するデータ利用において、より厳格な検証プロセスとデー
タ標準化の必要性を強調しています。特に、スマートウォッチにおける非侵襲的血糖測
定技術は依然として初期開発段階にあり、既存の持続血糖モニタリング（CGM）システ
ムに匹敵する精度には達しておらず、米国食品医薬品局（FDA）は現時点でスマートウ
ォッチによる直接的な血糖測定を承認していません。精度保証、センサーの校正劣化、
そして収集データを臨床的に意味のある健康意思決定にどのように統合するかといった
点が主要な課題として挙げられています。

技術・臨床詳細

市販スマートウォッチのセンサー技術: 最新のスマートウォッチは、心拍数（PPGセ
ンサー）、心電図（ECG）、血中酸素飽和度（SpO2）、睡眠パターン、活動量、皮
膚温度など、様々な生体データを測定するセンサーを内蔵しています。これらのセン
サーは、一般的な健康追跡やフィットネス目的には有用ですが、臨床診断レベルの精
度にはしばしば課題があります。

非侵襲的血糖測定の現状: スマートウォッチによる非侵襲的血糖測定は、研究者や企
業にとって「聖杯」とされていますが、実現には多くの技術的障壁があります。現
在、主に近赤外線（NIR）分光法、RF（無線周波数）技術、光学測定などが試みられ
ていますが、皮膚組織の複雑性、個体差、環境要因（温度、湿度など）による影響が
大きく、安定した高精度を実現することが極めて困難です。

連続血糖モニタリング（CGM）システムとの比較: DexcomやAbbottが提供するCGM

システムは、皮下に埋め込まれた（あるいは皮膚に装着された）センサーで間質液中
のグルコースを直接測定し、高い精度と信頼性を誇ります。スマートウォッチの非侵
襲技術は、まだこのレベルには達しておらず、FDAなどの規制機関も厳格な承認プロ
セスを設けています。

データ標準化と検証の必要性: 異なるメーカーのスマートウォッチから得られるデー
タは、測定アルゴリズムやセンサーの特性が異なるため、互換性や比較可能性に課題
があります。研究や臨床応用においては、これらのデータの標準化と、厳密な科学的
検証（精度、再現性、信頼性）が不可欠です。



背景・業界文脈

ウェアラブル技術は、消費者の健康意識の高まりとデジタルヘルスの進展に伴い、急速
に普及しています。特に、非侵襲的・連続的な生体モニタリングは、予防医療、慢性疾
患管理、フィットネス向上において大きな可能性を秘めています。しかし、その一方
で、消費者が誤った情報に基づいて健康上の意思決定を行うリスクや、医療機関が未検
証のデータに依存するリスクも指摘されています。規制当局は、医療目的で使用される
デバイスに対して厳格な基準を設けており、スマートウォッチが臨床ツールとして広く
認められるには、さらなる科学的根拠の蓄積が必要です。

今後の展望

スマートウォッチによる非侵襲的血糖測定は、今後も重要な研究開発分野であり続ける
でしょう。技術的なブレークスルーが達成されれば、糖尿病患者の生活の質を劇的に向
上させるだけでなく、糖尿病予備軍の早期発見や、一般の健康管理にも大きな影響を与
える可能性があります。しかし、その実現には、センサー技術の精度向上、AIによるデ
ータ解析の洗練、個別化された校正手法の開発、そして国際的な規制基準の確立が不可
欠です。将来的には、スマートウォッチは単なるフィットネストラッカーを超え、信頼
性の高いパーソナルヘルスアシスタントへと進化することが期待されますが、その道の
りには多くの課題が横たわっています。

元記事: https://www.mdpi.com/1424-8220/26/14/4363

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/1424-8220/26/14/4363


#33 バクテリオファージとAIが融合：次世代インテリジェ
ント病原体センサーが数分から数時間で細菌検出を可能に

概要

レビュー論文が、バクテリオファージと合成生物学、界面工学、人工知能の統合によ
り、新世代のインテリジェント病原体センサーを創出する可能性を議論しています。
これらのバイオセンサーは、従来の培養法で数日かかる細菌検出を、数分から数時間

で迅速かつ高感度に行うことができます。将来的には、病原体検出と同時に薬剤耐性
プロファイリングや治療的介入を行うデバイスの開発も視野に入れられています。

公開日 2026年07月10日  EurekAlert!  アメリカ



詳細

主要成果

新しいレビュー論文が、バクテリオファージ（細菌ウイルス）と合成生物学、界面工
学、人工知能（AI）の融合が、次世代のインテリジェント病原体センサーを開発する上
で極めて有望であることを議論しています。これらの革新的なバイオセンサーは、従来
の細菌培養法が数日を要するのに対し、病原体を数分から数時間という驚異的な速度
で、しかも高感度で検出できる能力を持ちます。この進歩は、感染症の診断と管理を根
本的に変革する可能性を秘めており、早期介入と公衆衛生の保護に大きく貢献すること
が期待されます。

技術・臨床詳細

バクテリオファージの特性: バクテリオファージは、特定の細菌に特異的に結合し、
感染するウイルスです。この極めて高い特異性が、病原体センサーにおける誤検出を
減らす上で重要な利点となります。ファージをセンサーの認識要素として利用するこ
とで、多様な細菌種を区別して検出することが可能です。

合成生物学によるファージの改変: 合成生物学の手法を用いることで、ファージの遺
伝子を改変し、特定の信号（例えば、蛍光発光や電気化学信号）を生成するように設
計できます。これにより、ファージが細菌に結合した際に、直接的かつ迅速に検出可
能な信号を出力する「レポーターファージ」を開発できます。

界面工学とセンサープラットフォーム: ファージを固体表面（例: 電極、光ファイバ
ー）に効率的に固定し、安定した状態で機能させるためには、高度な界面工学技術が
必要です。ナノ材料やマイクロ流体デバイスと組み合わせることで、センサーの感度
と携帯性が向上し、ポイントオブケア（POCT）診断への応用が可能になります。

人工知能（AI）の統合: AIは、センサーから得られる複雑な信号を解析し、背景ノイ
ズからターゲット病原体の信号を区別する能力を高めます。また、多種類のファージ
を同時に使用するマルチプレックスセンサーにおいて、AIは複数の信号パターンを識
別し、異なる病原体を正確に特定する上で不可欠です。AIによるデータ解析は、検出
の精度と速度をさらに向上させ、誤警報を減らします。



迅速性と高感度: 従来の細菌検出法である培養法は、細菌の増殖に時間がかかるた
め、結果が出るまでに24〜48時間以上を要します。ファージベースのセンサーは、
ファージが細菌に結合または感染するプロセスが迅速であるため、数分から数時間で
結果を提供できます。これにより、感染症の早期診断と迅速な治療開始が可能となり
ます。

背景・業界文脈

感染症は、世界中で依然として主要な死因の一つであり、特に薬剤耐性菌の出現は公衆
衛生上の深刻な脅威となっています。病原体の迅速かつ正確な検出は、適切な抗菌薬治
療の選択、感染拡大の防止、そしてパンデミック対策において極めて重要です。しか
し、既存の迅速診断法には、感度、特異性、あるいは検出できる病原体の範囲に限界が
ありました。バクテリオファージベースのセンサーは、これらの課題を克服する新しい
アプローチとして、医療、食品安全、環境モニタリングなど多岐にわたる分野で注目さ
れています。

今後の展望

バクテリオファージとAIを統合した次世代病原体センサーは、感染症診断の未来を大き
く変える可能性を秘めています。将来的には、これらのセンサーが病原体を検出するだ
けでなく、同時に薬剤耐性遺伝子をプロファイリングしたり、さらには抗菌活性を持つ
ファージを放出することで、診断と治療を一体化した「セラノスティクス」デバイスへ
と進化するかもしれません。これにより、病院内感染の迅速な特定と制御、食中毒の早
期警告、生物テロ対策など、広範な応用が期待されます。AIによるセンサーの最適化と
自律運用能力の向上は、これらの技術の実用化をさらに加速させるでしょう。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1049281

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eurekalert.org/news-releases/1049281


#34 順天堂大学、筆記動作データからパーキンソン病を最
高91%の精度で検知するAIモデルを開発

概要

順天堂大学の研究チームは、「書く」という日常的な動作のデータからパーキンソン
病を検知するAIモデルを開発しました。センサー搭載ペンで筆圧やペン角度などのデ
ータを取得し、AIが筆記動作の3つのフェーズ（Rising, Horizontal, Falling）を解析する

ことで、最高91%の精度で病気を検出できることを示しました。特に、運動終了時の
力の解放が困難というパーキンソン病特有の症状と一致する、書き終わりの筆圧下降
フェーズのデータが診断に重要であると示唆されています。

公開日 2026年07月16日  順天堂大学  日本



詳細

主要成果

順天堂大学の研究チームが、日常的な筆記動作の分析に基づいてパーキンソン病
（PD）を早期に検知できるAIモデルを開発しました。センサーを搭載した特殊なペンか
ら得られる筆圧やペン角度などの詳細なデータを活用し、AIが筆記動作の各フェーズ
（Rising, Horizontal, Falling）を精密に解析することで、最大91%という高い精度でパー
キンソン病の存在を検出できることを実証しました。この発見は、簡便かつ非侵襲的な
方法でパーキンソン病の早期診断を可能にする画期的なアプローチを示唆しています。

技術・臨床詳細

センサー搭載ペンによるデータ取得: 研究では、筆圧センサーや加速度センサーなど
を内蔵した専用のスマートペンが使用されました。このペンは、筆記中の筆圧、ペン
先の軌跡、速度、加速度、ペンを紙から離す際の角度など、多岐にわたる筆記動作の
微細な変化を高精度で記録します。これらのデータは、パーキンソン病患者に見られ
る運動機能の障害（振戦、固縮、動作緩慢など）を反映する可能性があります。

AIモデルによる筆記動作の3フェーズ解析: 開発されたAIモデルは、筆記動作を「上
昇フェーズ（Rising）」、「水平フェーズ（Horizontal）」、「下降フェーズ
（Falling）」の3つの段階に分けて解析します。

上昇フェーズ: ペンを紙に近づける、あるいは文字を書き始める際の動作。

水平フェーズ: 文字を書いている最中の動作。

下降フェーズ: 文字を書き終え、ペンを紙から離す際の動作。

特に、パーキンソン病患者は運動終了時の力の解放に困難を伴うことが知られてお
り、AIはこの「下降フェーズ」における筆圧の漸減パターンの異常を重要な診断指標
として特定しました。

診断精度: AIモデルは、これらの筆記データを用いて、パーキンソン病患者と健常者
を最大91%の精度で区別できることを示しました。これは、臨床現場でのスクリーニ
ングツールとして非常に有望な数値です。

非侵襲性と簡便性: この方法は、患者にとって負担の少ない非侵襲的な検査であり、
どこでも手軽に行える簡便性があります。これにより、頻繁なモニタリングや、神経
専門医が不足している地域でのスクリーニングが可能になります。



背景・業界文脈

パーキンソン病は、進行性の神経変性疾患であり、早期診断が非常に重要です。早期に
診断し治療を開始することで、病気の進行を遅らせ、患者の生活の質を向上させること
ができます。しかし、パーキンソン病の初期症状は微妙であり、他の疾患と混同されや
すく、専門医による診断が必要なため、診断が遅れることが少なくありませんでした。
また、診断には客観的なバイオマーカーが不足しており、主に医師の経験に基づく診察
に依存していました。このような背景から、客観的で簡便な早期診断ツールの開発が強
く求められていました。

今後の展望

このAIモデルとセンサー搭載ペンは、パーキンソン病の早期スクリーニングと診断に革
命をもたらす可能性を秘めています。今後、さらなる大規模な臨床研究を通じてその有
効性と信頼性が確認されれば、神経内科医の診断を支援する補助ツールとして、あるい
は一般診療におけるスクリーニングツールとして実用化されることが期待されます。将
来的には、ウェアラブルデバイスやスマートフォンとの連携により、自宅での継続的な
モニタリングが可能となり、病気の進行度評価や治療効果のモニタリングにも応用され
るでしょう。AIが個人の筆記パターンから早期兆候を捉えることで、パーキンソン病だ
けでなく、他の神経変性疾患の診断にも応用範囲が広がる可能性があります。

元記事: https://www.juntendo.ac.jp/news/20260716-01.html

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.juntendo.ac.jp/news/20260716-01.html


#35 POCTRNが慢性疾患、感染症、がん検出向けPOCT技
術開発を加速する最大15万ドルの革新賞6件を発表

概要

ポイントオブケア技術研究ネットワーク（POCTRN）は、ポイントオブケア（POCT）
技術の開発を加速するため、最大15万ドルの資金と12ヶ月間の現物支援を提供する新
たな革新賞プログラムを6件立ち上げました。このプログラムは、慢性疾患、感染症、

疾患予防分野に取り組む学術界および産業界のイノベーターを対象としています。特
に、がん検出、心臓、肺、血液、睡眠障害、性感染症、低リソース環境における新興
感染症などが優先分野とされており、2026年7月15日に採択候補者に通知されまし

た。

公開日 2026年07月15日  POCTRN - GAITS  アメリカ



詳細

主要成果

ポイントオブケア技術研究ネットワーク（POCTRN）は、ポイントオブケア（POCT）
技術の画期的な進歩を促進するため、最大15万ドルの資金と12ヶ月間の現物支援を提供
する6つの新たな革新賞プログラムを開始しました。このプログラムは、診断技術の迅
速な開発と臨床導入を加速することを目的としています。

技術・臨床詳細

この革新賞は、特に慢性疾患管理、感染症診断、および疾患予防のためのPOCTソリュ
ーションの開発を奨励しています。優先される研究分野には、早期がん検出のための高
感度バイオセンサー、心臓・肺・血液関連の疾患や睡眠障害の診断・モニタリング技
術、性感染症（STI）の迅速検査プラットフォーム、そして低リソース環境における新
興感染症の検出・対応技術などが含まれます。POCTRNは、学術機関および産業界の研
究者が、患者のすぐ近くで実行可能な、高精度で使いやすい診断ツールを開発するため
の支援を提供します。提供される現物支援は、技術開発に必要な専門知識やインフラへ
のアクセスを意味し、プロジェクトの成功確率を高めます。

背景・業界文脈

POCTは、医療アクセスの向上、迅速な診断による治療開始の加速、そして公衆衛生危
機への対応能力の強化において、極めて重要な役割を担っています。しかし、ラボレベ
ルの精度を維持しつつ、コスト効率性、携帯性、操作の容易さを両立させる技術開発に
は、依然として大きな課題が存在します。POCTRNのような組織による資金提供プログ
ラムは、これらの課題を克服し、革新的なアイデアを臨床現場に届けるための重要な推
進力となります。特に、COVID-19パンデミック以降、分散型診断の需要は世界的に高
まっており、本プログラムはこのようなニーズに応えるものです。



今後の展望

POCTRNが提供するこれらの賞は、次世代のPOCT技術の開発を大幅に加速させること
が期待されます。採択されたプロジェクトから生まれるであろう診断ソリューション
は、患者の診断から治療までの期間を短縮し、医療提供の効率性を向上させるだけでな
く、特にリソースが限られた地域や遠隔地での医療格差を是正する可能性を秘めていま
す。この取り組みは、バイオセンサー技術の進歩と相まって、よりパーソナライズさ
れ、予防的な医療の実現に向けた重要な一歩となるでしょう。

元記事: https://www.poctrn.org/solicitation-2026

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.poctrn.org/solicitation-2026


#36 メイン大学、核融合炉の構造健全性を監視する極限環
境センサーを開発：2028年商業化目指す

概要

メイン大学の研究チームが、将来の核融合炉の構造健全性を監視するための特殊な表
面弾性波（SAW）共振器マイクロチップセンサーの開発を進めています。このセンサ
ーは、従来の核分裂炉よりもはるかに過酷な極度の熱と放射線環境下で機能するよう

に設計されています。ヘラクレスプログラムからの資金援助を受け、2028年までに商
業的に実行可能な核融合発電の実現を目指し、極限環境センサー開発における過去の
研究を基盤としています。

公開日 2026年07月16日  UMaine News  アメリカ



詳細

主要成果

メイン大学の研究者たちは、将来の核融合炉の構造健全性をリアルタイムで監視するた
めの、革新的な表面弾性波（SAW）共振器マイクロチップセンサーを開発しています。
この技術は、核融合エネルギーの商業化に向けた重要な課題である、極度の熱と放射線
に耐えるセンサーの実現を目指すものです。

技術・臨床詳細

開発中のSAW共振器マイクロチップセンサーは、核融合炉内部の極めて過酷な環境（従
来の核分裂炉をはるかに上回る高温と高放射線）でも安定して動作するように特別に設
計されています。これらのセンサーは、炉の壁や構成部品のわずかな物理的変化（ひず
み、亀裂、温度変化など）を高精度で検知し、構造的な劣化の兆候を早期に捉えること
が可能です。これにより、炉の安全性と稼働寿命を大幅に向上させ、予期せぬ故障によ
る停止リスクを低減できます。このプロジェクトは、これまでの過酷環境センサー開発
に関するメイン大学の豊富な研究実績に基づいています。

背景・業界文脈

核融合エネルギーは、クリーンでほぼ無尽蔵なエネルギー源として期待されています
が、その商業化には多くの技術的障壁が存在します。特に、炉心プラズマの維持、材料
の耐久性、そして極限環境下での炉の健全性モニタリングは重要な課題です。従来のセ
ンサー技術は、核融合炉の内部で発生する膨大な熱、中性子フラックス、電磁場に耐え
ることができませんでした。メイン大学の研究は、この分野のボトルネックを解消し、
2028年までに商業的に利用可能な核融合発電を実現するという野心的な目標を掲げるヘ
ラクレスプログラムからの資金援助を受けています。



今後の展望

この極限環境SAWセンサー技術は、核融合発電の商業化を加速させるための鍵となるで
しょう。センサーの信頼性と耐久性が確立されれば、核融合炉の運用コストの削減、安
全性の向上、そして長期的な安定稼働に大きく貢献します。また、この技術は核融合分
野に留まらず、他の高温・高放射線環境下での産業応用（例えば、宇宙探査、高機能エ
ンジン、地熱発電施設など）にも波及効果をもたらす可能性があります。メイン大学の
研究は、未来のエネルギーソリューションを支える基盤技術として、その発展に大きな
期待が寄せられています。

元記事: https://umaine.edu/news/2026/07/umaine-researchers-developing-sensors-for-monitoring-

nuclear-fusion-reactors/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://umaine.edu/news/2026/07/umaine-researchers-developing-sensors-for-monitoring-nuclear-fusion-reactors/
https://umaine.edu/news/2026/07/umaine-researchers-developing-sensors-for-monitoring-nuclear-fusion-reactors/


#37 パデュー大学、高価な市販センサーに代わるオープン
ソースの3Dプリント地下水センサーを開発

概要

パデュー大学の研究者らが、高価な市販デバイスに代わる費用対効果の高いオープン
ソースの3Dプリント地下水センサーを開発しました。USGS次世代水観測システムから
の資金提供を受け、このセンサーは地下水流を追跡し、データをワイヤレスで送信で

きます。汚染された地下水のモニタリング、水消費量、建物の安定性、湿地帯の監視
など多岐にわたる応用が期待されます。設計をオープンソースで広く利用可能にする
ため、特許出願が行われました。

公開日 2026年07月14日  Purdue University  アメリカ



詳細

主要成果

パデュー大学の研究者たちは、高価な市販品に代わる、費用対効果の高いオープンソー
スの3Dプリント地下水センサーの開発に成功しました。この革新的なアプローチは、重
要な環境モニタリングデータの収集を民主化し、アクセス性を向上させることを目指し
ています。

技術・臨床詳細

開発された3Dプリント地下水センサーは、地下水流を高精度で追跡し、データをワイヤ
レスで送信する機能を備えています。このセンサーは、米地質調査所（USGS）の次世
代水観測システムからの資金提供を受けて開発されました。その主な技術的利点は、市
販されている既存のセンサーに比べて製造コストが大幅に低いことです。センサーの設
計はオープンソースであるため、世界中の研究者やコミュニティが自由にアクセスし、
複製、改良、展開することが可能です。応用範囲は広く、汚染された地下水の動きをモ
ニタリングして対策を立てる、地域社会の水消費量を追跡する、建物の基礎やインフラ
の安定性を監視する、さらには生態学的に重要な湿地帯の健全性を評価するなど、多岐
にわたります。

背景・業界文脈

地下水は多くの地域で主要な飲料水源であり、生態系においても重要な役割を果たして
います。しかし、気候変動、工業汚染、過剰な取水などにより、その量と質は深刻な脅
威にさらされています。現状では、地下水モニタリング用の高精度センサーは高価であ
り、その導入と維持には多額の費用がかかるため、特にリソースが限られた地域では十
分に普及していません。この技術的・経済的障壁が、広範な地下水モニタリングの妨げ
となっていました。パデュー大学のこの取り組みは、この課題を解決し、より多くの地
域で地下水に関する貴重なデータを収集できるようにすることで、水資源管理と環境保
全に大きく貢献するものです。



今後の展望

オープンソースの3Dプリント地下水センサーの登場は、環境モニタリング技術のアクセ
シビリティを劇的に向上させる潜在能力を秘めています。特許出願は、デザインがオー
プンソースであり続けることを保証し、広範な採用を促進するための重要なステップで
す。将来的には、この技術が開発途上国や地方のコミュニティでも利用されることで、
世界的な水資源管理の改善に寄与する可能性があります。また、他の環境センサーへの
応用や、より高度なデータ解析機能との統合により、スマートな水管理システムの構築
にも貢献していくでしょう。この革新は、研究コミュニティ全体で共有され、さらなる
イノベーションの基盤となることが期待されます。

元記事: https://ag.purdue.edu/news/2026/07/purdue-researchers-use-3d-printing-to-make-open-

source-alternative-to-costly-groundwater-sensors.html

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#38 iRhythm Holdings、2026年第2四半期決算を8月6日
に発表予定：デジタルヘルス分野の動向に注目

概要

デジタルヘルスケア企業のiRhythm Holdings, Inc.は、2026年8月6日に2026年第2四半
期の財務結果を発表すると通知しました。同社は疾患の検出、予測、予防に注力して
おり、今回の発表はデジタルヘルス分野における同社の継続的な財務活動と透明性を

示すものです。投資家や業界関係者は、同社の成長戦略と市場動向への影響について
注目しています。

公開日 2026年07月16日  GlobeNewswire  アメリカ



詳細

主要成果

デジタルヘルスケア分野で活動するiRhythm Holdings, Inc.は、2026年8月6日に2026年
第2四半期の財務結果を発表する予定であることを告知しました。この発表は、投資家
や市場関係者にとって、同社の業績と成長戦略を評価する上で重要な情報を提供しま
す。

技術・臨床詳細

iRhythm Holdingsは、主に心臓疾患の検出、予測、予防を目的としたデジタルヘルスソ
リューションを提供しています。同社の主力製品であるZio®サービスは、ウェアラブ
ル型心電図（ECG）センサーとクラウドベースのAI解析を組み合わせることで、不整脈
などの心臓の異常を長期間にわたってモニタリングし、診断を支援します。この技術
は、患者が日常活動を行いながら心臓のデータを継続的に収集できるため、間欠的な症
状の特定や、より正確な診断に貢献します。今回の四半期決算発表では、Zio®サービ
スを含む同社の製品ラインの採用状況、収益、および市場拡大戦略に関する詳細が報告
されることが予想されます。

背景・業界文脈

デジタルヘルスケア市場は、ウェアラブルデバイス、AI、遠隔医療の進化により、急速
な成長を遂げています。特に、心臓モニタリング分野では、在宅での長期間モニタリン
グが可能になることで、診断の効率性向上と医療費削減が期待されています。iRhythm
Holdingsは、この成長市場において主要なプレーヤーの一つであり、その財務結果は業
界全体のトレンドを示す指標としても注目されます。臨床的アウトカムの改善とコスト
効率性の両立が、デジタルヘルス製品の成功の鍵となっており、iRhythmはそのバラン
スをどのように実現しているかが評価されます。



今後の展望

2026年第2四半期決算の発表は、iRhythm Holdingsの今後の成長軌道、特に新たな市場
への参入や製品ポートフォリオの拡大に関する手がかりを提供するでしょう。投資家
は、売上高、利益率、そしてデジタルヘルスソリューションの採用率といった主要な財
務指標だけでなく、研究開発への投資状況や提携戦略にも注目すると考えられます。同
社が引き続き革新的な技術を導入し、患者の疾患管理を改善しながら、市場での競争力
を維持できるかが、今後の成功を左右する重要な要素となります。この発表は、デジタ
ルヘルス分野の進化と、その中でiRhythm Holdingsが果たす役割を理解するための重要
な機会となるでしょう。

元記事: https://www.globenewswire.com/news-release/2026/07/16/3328787/0/en/irhythm-holdings-to-

report-second-quarter-2026-financial-results-on-august-6-2026.html

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#39 オンボード磁気センサー市場、2035年までに44.2億
ドルに達する見込み：電動モビリティとウェアラブルヘル
スケアが牽引

概要

SNS Insiderが発行した市場調査レポートによると、世界のオンボード磁気センサー市

場は2035年までに44.2億ドルに達すると予測されています。2026年から2035年までの
複合年間成長率（CAGR）は8.18%で推移する見込みです。この成長は、電動モビリテ
ィへの移行と先進的な自動車技術の普及が主な要因であり、磁気センサーはモーター

位置検出、バッテリー電流検出、ステアリングシステムに利用が拡大しています。レ
ポートは、TMR（トンネル磁気抵抗）の商業化、MEMS（微小電気機械システム）の
小型化、AI対応センシングプラットフォームの革新が今後の成長を牽引すると指摘し

ています。

公開日 2026年07月15日  GlobeNewswire  アメリカ



詳細

本記事はSNS Insiderが発行した市場調査レポートの概要紹介です。

レポート概要

このレポートは、2026年から2035年までのオンボード磁気センサー市場の規模、成長
動向、主要な牽引要因、および予測に焦点を当てています。調査対象市場には、自動
車、産業、家電など多岐にわたるアプリケーションが含まれます。地理的範囲は世界市
場をカバーしており、主要地域における採用動向と技術革新を分析しています。

主要な調査結果

世界のオンボード磁気センサー市場は、2035年までに44.2億ドルに達すると予測され
ています。

予測期間（2026年～2035年）における複合年間成長率（CAGR）は8.18%と試算され
ています。

市場成長の主な要因は、電気自動車（EV）への移行と先進運転支援システム
（ADAS）の普及を含む電動モビリティの需要増加です。

磁気センサーは、EVのモーター位置検出、バッテリーの電流検出、電子ステアリン
グシステムにおいて重要な役割を担っています。

将来的には、TMRセンサーの商業化の進展、MEMS技術によるセンサーの小型化、お
よびAIを搭載したインテリジェントなセンシングプラットフォームの登場が期待され
ています。

ウェアラブルヘルスケアモニタリングへの磁気センサーの応用も、市場をさらに拡大
させる要因の一つとして挙げられています。

発行会社について

SNS Insiderは、市場調査、コンサルティング、業界分析を専門とするグローバル企業で
す。幅広い業界セクターにわたる詳細なレポートとデータを提供し、企業が情報に基づ
いた戦略的決定を下すのを支援しています。

元記事: https://www.globenewswire.com/news-release/2026/07/15/3327891/0/en/on-board-magnetic-

https://www.globenewswire.com/news-release/2026/07/15/3327891/0/en/on-board-magnetic-sensor-market-size-to-hit-usd-4-42-billion-by-2035-research-by-sns-insider.html
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#40 AIと在宅検査がPOCT診断を革新：ケンブリッジ・ヘ
ルスケア研究所が動向を分析

概要

ケンブリッジ・ヘルスケア研究所が主催する会議では、AIと在宅検査の拡大がポイン
トオブケア診断（POCT）を急速に変化させている現状に焦点が当てられました。AI対
応プラットフォームが、さまざまな医療現場で診断精度と臨床意思決定をどのように

向上させているかを探究しています。プログラムは、在宅および直接アクセス検査の
革新、AIとデジタルツールの統合、分散型環境での診断展開戦略に焦点を当て、未来
の医療提供モデルを示唆します。

公開日 2026年08月24日  Cambridge Healthtech Institute  アメリカ



詳細

主要成果

ケンブリッジ・ヘルスケア研究所が主催する主要な会議は、AIと在宅検査の急速な拡大
がポイントオブケア診断（POCT）分野を根本的に変革している現状に焦点を当ててい
ます。このトレンドは、診断の精度、アクセス性、そして臨床意思決定のスピードを劇
的に向上させています。

技術・臨床詳細

この会議では、AI対応プラットフォームがどのように診断結果の精度を高め、臨床医が
より迅速かつ正確な意思決定を行えるようにしているかが詳細に議論されました。AI

は、画像診断、バイオセンサーデータ解析、および複雑な患者データの統合において、
人間の能力を超えるパターン認識と予測能力を発揮します。また、プログラムは、在宅
および直接アクセス検査における最新のイノベーションを掘り下げました。これには、
患者自身が操作できるユーザーフレンドリーなデバイス、スマートフォンと連携する診
断キット、そして遠隔医療プラットフォームとのシームレスな統合が含まれます。これ
らの技術は、患者が自宅や地域社会の施設で、感染症、慢性疾患、または緊急の状態に
関する迅速な診断を受けることを可能にし、医療サービスへのアクセスを大幅に拡大し
ます。

背景・業界文脈

COVID-19パンデミックは、迅速かつ分散型の診断ソリューションの必要性を浮き彫り
にし、POCT市場の成長を加速させました。従来の集中型ラボ検査は、検体の輸送、処
理時間、およびアクセス性の課題を抱えており、特に公衆衛生危機や遠隔地での医療提
供において限界がありました。AIの進化と、患者中心の医療への移行は、POCTが診断
パラダイムの中心的な位置を占めるための理想的な環境を作り出しています。これによ
り、診断はもはや専門施設の特権ではなく、患者のニーズに応じた場所とタイミングで
提供されるようになりつつあります。



今後の展望

AIと在宅検査の融合は、POCT診断の未来を形作る上で不可欠な要素です。将来的に
は、これらの技術は、慢性疾患の継続的なモニタリング、早期疾患スクリーニング、お
よび個別化医療の基盤としてさらに発展するでしょう。デジタルツールの統合と分散型
環境での診断展開戦略は、医療費の削減、患者満足度の向上、そして医療提供者の負担
軽減に貢献する可能性があります。ケンブリッジ・ヘルスケア研究所のようなプラット
フォームは、研究者、開発者、臨床医、そして政策立案者が協力し、これらの革新が最
大限のインパクトを発揮できるようにするための対話とコラボレーションを促進する役
割を担っています。これにより、診断技術は真に患者中心の医療を実現するための強力
なツールとなるでしょう。

元記事: https://www.nextgenerationdx.com/point-of-care-diagnostics

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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